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総会資料
＊本冊子は総会資料を綴じ合わせたものです。

限られた時間ですので十分な説明もできかね

ると思いますが、その節は本冊子によくお目

をお通しくださいまいすようお願い申し上げ

ます。
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 平成２６年度日本デザイン学会活動方針
会長　山中敏正

平成26年度日本デザイン学会活動方針 
会長 山中 敏正 

 
 
基本方針 
-デザイン学研究の社会的基盤構築に向けて - 

 
 こころの世紀といわれる21世紀も14年目に入り，科
学・工学の発達は人のこころの理解に基づく物質や情報の
価値の再構成を一層進めています．また，度重なる大災害
によって，社会やそこで暮らす人々にとってのデザインの
重要性について我々自身が認識を新たにしています．さら
に，2020年の東京オリンピック開催が決定し社会の大き
な変革が期待される中，デザイン学の果たすべき役割も大
きくなることが予想されています． 
 学会運営では平成25年度から学生会員制度を作り，学
部学生にも学会参加の可能性を開きました．学会誌は
CiNii を活用した創刊号からの電子化，J-Stage を活用し
たオンラインジャーナル化・オンライン査読が軌道にのり
ました．国際面では，10 年ぶりの IASDR を日本学術会
議・日本感性工学会との共同主催で運営いたしました．開
会式には皇太子殿下の御臨席を賜り，700名の参加者とい
う史上最大規模の大会として開催できました． 
 デザイン学会も設立60年が過ぎましたが，デザインが
目指すものは充実し，心地よく，希望を持てる心の状態で
あり，「人のこころにどのように響くのか」ということを
基準とした評価が重要であることは不変です．むしろここ
ろの科学の側面も持つデザイン学の重要性はますます大
きくなっていくと言え，新たな時代に対応するためのビジ
ョンを形にしていく必要が求められています． 
 今期の理事会はデザイン学研究を国内外にさらに広く
普及させ，学会の積年の努力の賜である，科学研究費のデ
ザイン学の研究を一層活性化する必要があります．また，
デザイン学とデザインの協調，社会における学会の役割の
確立，研究者に愛されるソサエティ構築に向けて，組織の
再構築も視野に入れた取り組みを，理事会一丸となって展
開したいと考えています． 
 
 会員諸氏，関係の皆様方のより一層のご支援やご協力を
お願い申し上げる次第でございます． 

 
基本施策 
 1．学会活動の基盤としての，論文・作品・記事のあり
かたに関する検討 

 ・論文・作品の適切な審査と，審査基準・対象の確認 
 ・学会誌論文の国際化の推進と学会誌の体系的再構築 
 ・学会誌のオンラインジャーナル化完了 
 2．法人化に向けた検討 
 ・法人化に向けた集中的検討と組織改革の具体的検討 
 3．国際化，国内外他学協会，産官との事業連携強化 
  ・IASDR2015の準備とIASDRでの企画・運営 
 ・デザイナーの資格制度と継続教育（CPD），アクレデ
ィテーションのあり方に対する検討 

 ・産業界との連携強化 
 4．学術環境の整備 
 ・科学研究費・分科「デザイン学」のさらなる拡充に向
けた研究活性化の推進 

 5．春季研究発表大会，秋季企画大会の活性化 
  ・オーガナイズドセッションを活用した産学官協力研究
体制の充実 

 ・春季発表件数の増加策，秋季企画内容の充実策検討 
 6．広報活動の強化 
 ・学会の魅力を伝える広報資料の作成 
 ・協賛・広報活動を通じた，関連学会との連携強化 
 ・学会ホームページ充実策の検討 
 7．支部活動活性化策のさらなる推進 
 ・支部間，学会との活動情報・成果の共有と連携方法の
見直しと強化 

 ・活動単位（支部地区割）の検討 
 ８．研究部会のあり方に対する検討 
 ・研究部会活動の不断の検証と，学会との連携確認 
 ・研究部会編纂図書の刊行，講習会・セミナー等の開催 
 ・専門的，横断的課題による競争的外部資金獲得策検討 
 9．会員制度の拡大と財務の改善 
 ・学生会員制度・学生プロポジション等を活用した学会
活動の活性化 

 ・制度拡大に伴う財務基盤の整備 
10．会則，諸規定の適切な見直し 
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平成２６年度　会長，副会長，監査，理事一覧
平成２６年度 日本デザイン学会 会長，副会長，理事一覧

会長 山中 敏正 筑波大学　芸術系

副会長 松岡 由幸 慶應義塾大学　大学院　総合デザイン工学専攻

渡辺 誠 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

監査 杉山 和雄 杉山デザイン研究所

清水 泰博 東京芸術大学 美術学部 デザイン科

理事 青木 史郎 公益財団法人日本デザイン振興会

五十嵐 浩也 筑波大学 芸術系

池田 岳史 福井工業大学 工学部 デザイン学科

池田 美奈子 九州大学 芸術工学研究院

井上 貢一 九州産業大学 芸術学部

岡崎 章 拓殖大学 工学部 デザイン学科

岡田 明 大阪市立大学 大学院 生活科学研究科・生活科学部

岡本 誠 はこだて未来大学 システム情報科学部

小野 健太 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

國澤 好衛 産業技術大学院大学 産業技術研究科

國本 桂史 名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科

久保 光徳 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

小林 昭世 武蔵野美術大学 造形学部 基礎デザイン学科

小山 慎一 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

髙野 修治 湘南工科大学 工学部 コンピュータデザイン学科

田村 良一 九州大学 芸術工学研究院

寺内 文雄 千葉大学大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

生田目 美紀 筑波技術大学 産業技術学部 総合デザイン学科

萩原 将文 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

橋田 規子 芝浦工業大学 デザイン工学部

蓮見 孝 札幌市立大学

平松 早苗 株式会社ars設景研究所

古屋 繁 芝浦工業大学 デザイン工学部

細谷 多聞 札幌市立大学 デザイン学部

益岡 了 岡山県立大学 デザイン学部

村上 存 東京大学大学院 工学系研究科 機械工学専攻

両角 清隆 東北工業大学 ライフデザイン学部 クリエイティブデザイン学科

山田 弘和 横浜美術大学 美術学部

山本 早里 筑波大学 芸術系

特設理事 工藤 芳彰 拓殖大学 工学部 デザイン学科

佐藤 弘喜 千葉工業大学 工学部 デザイン科学科

八馬 智 千葉工業大学 工学部 デザイン科学科
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平成２６年度　日本デザイン学会組織

評議員会

理事会
総 会

運営理事会

本部事務局

監 査

選挙管理委員会

会長
副会長

論文審査委員会

作品審査委員会

学会誌編集・出版委員会

研究対策委員会

企画委員会
総合企画

支部企画

春季研究発表大会担当

広報委員会

教育・資格委員会

財務委員会

春季研究発表大会概要集編集委員会

市販図書企画・編集委員会

学会各賞選考委員会担当

第１支部

第２支部

第３支部

第４支部

第５支部

秋季企画大会担当

ＩＡＳＤＲ担当

日本学術会議・横幹連合・藝関連・日本工学会担当

（北海道・東北地域）

（関東地域）

（北陸・中部地域）

（近畿・中国・四国地域）

（九州・沖縄地域）

Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当

法人化対策特別委員会

・事務処理（電話応対，郵便物仕分け，返送郵便物処理）
・事務局経費の管理，監査の依頼
・会計管理，会費請求，振り込みチェック
・入会/退会手続き，会員情報の管理（住所変更）
・タックシール打ち出し，抜き刷り発送
・学会誌管理，販売
・理事会資料の原稿，理事会議事録の作成
・委任状の準備と発送手配
・理事会の案内（大会時には名誉会員にも案内），準備
・理事会議事録の作成と会報原稿化
・総会プログラムの作成，参加者への依頼
・大会/総会での受付業務
・総会資料の作成，各賞授賞式などの司会進行
・総会委任状の印刷と送付依頼
・学会各賞推薦状等の発送
・学会各賞など　賞状，記念品の手配
・その他各委員会，事務局の原稿コピー，案内発送等

・論文審査電子化の推進
・論文審査基準の継続的な検討と確認
・国際化と同時に，デザイン学研究を特徴付ける実践研究の活性化
・審査委員会の招集，審査の調整と管理，理事会での報告
・査読依頼・結果処理と学会誌編集・出版委員会への連絡
・投稿規定，執筆要領の管理
・学会誌の英文化，インパクトファクター獲得に向けての計画と実行

・学会の電子出版化
・発刊状況/出版費の調整と管理，理事会での報告
・論文集・概要集：各審査委員会との連絡
・論文誌，作品集の編集，校正の依頼
・特集号：責任編集者の決定
・編集委員会の招集，発刊計画の立案と理事会に提案
・会報：原稿依頼と編集
・印刷業者との連絡，本部事務局への印刷代振り込み指示

・研究部会の状況把握，活性化
・研究発表大会における研究部会主導発表枠〔テーマセッション〕の調整
・学生部会，若手部会の創設検討と支援
・学生プロポジションの運営

・拡大するデザイン領域と連動した・横断型，実践型研究活動の推進
・大会におけるオーガナイズドセッションなどの計画・実施
・各種セミナー，特設イベントの推進

・支部活動の状況把握，活性化
・支部をベースとした企画の計画立案

・資格制度設立に向けて，他のデザイン機関との連携，調整
・デザイナーの継続教育プログラムの検討

・法人化の方向性検討，法人化へ向けた計画の立案
・選挙制度の見直し
・定款の策定
・法人化のため事務手続き

・学会の電子出版の支援
・企画委員会と連動して学会の広報計画を立案実施
・インターネットを利用した海外，国内へ向けての学会情報発信
・各種情報・データベースの管理

・財務状況の把握，改善
・学会財務体質の長期見通しと年度計画
・予算の編成
・会計管理

・市販図書の企画と迅速な出版

・選考委員会の招集
・記念講演の手配
・授賞式での報告

・発表登録用紙の作成，学会誌編集・出版委員会との連絡
・原稿受付，データベース用紙の発送，会費納入確認依頼
・原稿プログラムの作成
・会場及び発表設備の確認依頼
・大会実行委員会との連絡
・概要集の編集，校正，印刷所との連絡
・座長の決定，座長マニュアルの発送，原稿返却

・実行委員会の編成
・企画の立案，理事会への報告
・会員への告知依頼
・参加費の徴収，大会運営会計管理/報告

・会議への出席，理事会への報告
・会員への案内の依頼

平成２６年度　デザイン学会組織図および役割
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平成２６年度　日本デザイン学会　委員会等一覧

○運営理事，＊特設理事，＋幹事長

本部事務局
〇 小野 健太 佐藤 弘喜＊

八馬 智＊

委員会
論文審査委員会 〇 久保 光徳 小山 慎一 蘆澤 雄亮

寺内 文雄 植田 憲

加藤 健郎

鄭孟淙

作品審査委員会 〇 小林 昭世 高野 修治 + 白石学

生田目 美紀 加藤健郎

橋田 規子 永盛祐介

橋本和幸

学会誌編集・出版委員会 〇 岡崎 章 工藤 芳彰＊ ＋ 大島直樹

寺内 文雄

山田 弘和

研究推進委員会 〇 渡邉 誠 萩原 将文

平松 早苗

細谷 多門

企画委員会（総合企画） 〇 松岡 由幸 青木 史郎 ＋ 佐藤浩一郎先生

村上 存

渡邉 誠

企画委員会（支部企画） 〇 五十嵐 浩也 両角 清隆

國本 桂史

益岡 了

井上 貢一

教育・資格委員会 〇 古屋 繁 蓮見 孝

広報委員会 〇 岡本 誠 山本 早里 ＋ 大島 直樹

内山 俊朗

財務委員会 〇 生田目 美紀 小野 健太

市販図書企画・編集委員会 蓮見 孝 松岡 由幸 + 加藤健郎

佐藤浩一郎

吉岡聖美

春季研究発表大会概要集編集委員会 田村 良一 佐藤 弘喜＊ ＋ 柿山浩一郎

細谷 多門 小宮加容子

特別委員会
法人化対策特別委員会 〇 國澤 好衛 小野 健太

委員会等担当
学会各賞選考委員会担当 松岡 由幸

春季研究発表大会担当 池田 岳史

秋季企画大会担当

ＩＡＳＤＲ担当 山中 敏正

渡邉 誠

日本学術会議（第一部）　藝術学関連学会連合担当 小林 昭世

日本学術会議(第三部)担当 寺内 文雄

横断型基幹科学技術研究団体連合担当 松岡 由幸

日本工学会担当 國澤 好衛

ＤＥＳＩＧＮシンポジウム担当 松岡 由幸

支部
第１支部（北海道・東北地域） 両角 清隆 岡本 誠 + 柚木 泰彦

伊藤 真市

酒井 聡 

福田 大年

堀江 政広

第２支部（関東地域） 五十嵐 浩也 國澤 好衛

第３支部（北陸・中部地域） 國本 桂史 池田 岳史 ＋ 滝本 成人

加藤 大香士

佐々木 尚孝

黄 崇彬

廣瀬 伸行

西尾 浩一

第４支部（近畿・中国・四国地域） 益岡 了 岡田 明 ＋ 谷本 尚子

尾崎 洋

多田羅 景太

第５支部（九州・沖縄地域） 井上 貢一 池田 美奈子 + 星野浩司

岩田 敦之

大久保亨

尾方義人

西口顕一

本間康夫

松本誠一

選挙管理委員会  　＊平成27年7月31日まで

工藤 芳彰 植田 憲

内山 俊朗

永見 豊

八馬 智

監査
杉山 和雄

清水 泰博

幹事

委員長 委員

幹事支部長 副支部長

担当

事務局長 副事務局長 幹事

委員長 委員 幹事

委員長 委員
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平成２５年度活動報告

論文審査委員会
前委員長　久保 光徳

日頃はデザイン学研究論文集へのご
寄稿，ご審査などにおきまして大変お
世話になっております。昨年度の論文
集の発行も，お陰様によりまして無事
に終えることができました。心より御
礼申し上げます。昨年度の採択論文は，
論文２８件，論説１件，報告１８件と
なり，うち，和文誌へは２６件，英文
誌へは２１件となりました。ご投稿い
ただいた９０件のうち，１０件は残念
ながら却下とさせていただきました
が，査読者各位からのコメント，回答
書を介しての意見の交換が，これから
の研究，投稿につながるように心から
願っております。昨年度は，論文投稿
審査システムが電子化され，紙媒体に
よる投稿システムと混在する形で進め
られてきましたが，最近の投稿はすべ
て電子化されたシステムの方で行われ
るようになって来ております。まだま
だ新システムへの移行において多くの
問題が未解決のままでありますので，
次年度においてはできるだけ速やかに
問題点の改善を図り，より積極的にデ
ザイン学研究論文集にご寄稿いただけ
るように環境整備が進められるように
次年度に申し送りたいと思っておりま
す。昨年度も多くの先生方に論文審査
のご協力をお願い致しました。いつも
無理なお願いにもかかわらず，とても
貴重なご意見，ご指摘をいただいてお
ります。この場をお借りして深く感謝
申し上げます。下に昨年度ご協力いた
だいた先生方のお名前を恐縮でしたが
列挙させていただきます。最後に，ご
寄稿いただいた会員の皆様，ご審査に
ご協力いただいた先生方に重ねて御礼
申し上げます。ありがとうございます。

記
（敬称略，順不同） 
Ahmad Aziz Hafiz，Chen Li-Hao，
Chou Wen huei，Fan Chen-Hao，
Georgiev Georgi V.，Li PeiYing，

L i n  Ru n g t a i ， L o h  We i  L e o n g ，
Moon Seung Ki，Syarief Achmad，
Ueda Edilson Shindi，Wang Chao-
Ming，Wang Regina W. Y.，Zheng 
MengCong，Hung Po-Sung， 赤 澤 智
津子，秋山 学，蘆澤 雄亮，新井 竜治，
石井 雅博，石橋 圭太，伊藤 裕之，井
上 征矢，井上 全人，伊原 久裕，今泉 
博子，岩城 達也，植村 朋弘，梅田 和昇，
大鋸 智，岡崎 章，岡田 栄造，岡田 明，
岡本 誠，尾方 義人，小川 直茂，小野 
健太，面矢 慎介，片山 めぐみ，勝浦 
哲夫，加藤 健郎，菊池 利彦，北神 慎
司，木谷 庸二，木村 敦，清須美 匡洋，
桐谷 佳惠，串山 久美子，久保 光徳，
黒川 文子，黒須 正明，小山 慎一，近
藤 祐一郎，境野 広志，坂田 勝亮，坂
本 和子，桜井 俊明，佐々木 尚孝，佐
藤 弘喜，白石 光昭，杉野 幹人，鈴木 
直人，諏訪 正樹，曽和 英子，曽和 具
之，田中 隆充，田中 法博，田中 みなみ，
田中 吉史，田村 良一，玉田 真紀，寺
内 文雄，中島 永晶，中西 美和，中本 
和宏，梨原 宏，野宮 謙吾，萩原 将文，
花里 俊廣，原田 利宣，原田 利宣，日
比野 治雄，平井 康之，平田 一郎，侯 
茉莉，堀田 明裕，前川 正実，増成 和敏，
松岡 由幸，松田 憲，三橋 俊雄，宮崎 
紀郎，森 亮太，森田 昌嗣，山口 雅浩，
山本 早里，床井 浩平，吉岡 聖美，吉
田 美穗子，羅 彩雲，李 俐慧，劉 夢非，
以上

作品審査委員会　
前委員長　清水 泰博

2013 年度も多くの会員の皆様から
の御応募ありがとうございました。全
26 作品の御応募を頂き、審査の結果
13 作品を掲載することが出来ました

（内、作品ムービー付きは６件）。最近
の傾向としては情報系の作品応募が増
えているようです。作品審査委員会の
本年度の業務は作品審査は勿論とし
て、作品集の投稿規定、応募・投稿か
ら掲載までの手順等の規定の改訂を行
いました。これは論文集同様に作品集
も J-STAGE に載せるという目的の為
ではありましたが、作品論文の投稿規

定が創刊時のものから次第に修正され
てしまっていたこともあり、改めて全
文面の内容を作品審査委員会及び理事
会で議論したものです。そして今回の
見直しにより、作品論文は下記のよう
に改めて規定されました。今回の作品
集もこの規定に則り審査されたもので
す。
「作品論文とは、自らが参加したデ

ザインの成果物およびそのデザインプ
ロセスに関する省察を論述したもので
ある。すなわち、成果の具体的な内容
と目的、その造形性、先見性、独創性、
社会性などへの言及とともに、デザイ
ンプロセスの構成とそれを展開した行
為と思考の特性について論述され、そ
れらがデザイン学として価値ある知見
を含んでいるもの。また、萌芽的なデ
ザインであっても、成果物が先進性や
独創性に富み、デザインプロセスに関
する新しい探求や価値ある考察があ
り、その発展性が大いに期待できると
認められるもの。」

最後に、本 19 号に応募・投稿頂き
ました皆様、快く審査を引き受けて頂
きました皆様、幹事の先生方にこの場
を借りて厚く御礼申し上げます。

学会誌編集・出版委員会　
前委員長　岡崎 章

まずはここ数年の懸案事項であった
「作品集の電子化」に道筋をつけたこ
とを報告します。作品集は平成 26 年
度から J-Stage にて電子版が公開され
る予定です。この背景には、作品集の
投稿規定、なかでも著作権の取り扱い
を見直したことがあります。すなわち、
論文の著作権は投稿者が有し、学会は
その利用を許諾されるかたちとなりま
した。あらためまして、作品集編集担
当理事をはじめとする関係者の皆さま
のご理解とご協力に御礼申し上げま
す。

次に、上記のとおり学会誌（論文集、
作品集、特集号）の完全電子化が達成
されることを受けて、論文集と作品集
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の印刷体が平成 26 年度をもって廃止
される予定であることを報告します。
平成 27 年度から学会が発行する印刷
体は特集号のみとなる予定です。つき
ましては、学会の顔として特集号の大
幅なリニューアルが必要であると考
え、次年度担当理事への重要な引き継
ぎ事項とさせて頂きます。

特集号（年４冊）については、「子
どものためのデザイン 02」（21 巻１
号、通巻 81、担当：岡崎 章、工藤芳
彰 ） と「GAME & CG」（21 巻 2 号、
通巻 82、担当：菊池司）、「実践する
デザイナーたちのデザイン知とはなに
か？（仮）」（21 巻３号、通巻 83、担当：
須永剛司）、「これからのプロダクトデ
ザイン」（21 巻４号、通巻 84、担当：
山崎和彦）を発行しました。上記の電
子化に関する作業と各号担当者の業務
多忙のため、全体的に大幅な遅滞とな
りました。ここにお詫び申し上げます。

会報につきましては、205 ～ 208
号を発行しました。新年度に向けては、
作品集電子化の完了、論文集投稿規定

（主に著作権）の見直し、特集号と会
報の発行、平成 27 年度に向けた特集
号のリニューアル検討等、多数の重要
事項があり、責任をもって次期委員会
へ引き継いでいきたいと考えておりま
す。

なお、編集委員は黄ロビン、永井由
佳里、寺内文雄、工藤芳彰でした。

研究推進委員会　
前委員長　須永 剛司

研究推進委員会では、会員のみなさ
まそして委員と幹事の協力を得、次の
活動を行いました。

①春季研究発表大会のテーマセッ
ション：前年度末に選定した応募テー
マをもとに、テーマセッションの運営
を行いました。各テーマセッションの
企画者に座長の選任やグッドプレゼン
テーション賞の推薦など依頼、滞りな
くセッションを実施することができま
した。

②春季大会の「特別フォーラム」：
記念イベント「特別フォーラム」は「実

践するデザイナーたちのデザイン知と
はなにか？」をテーマとして企画立案
し実施運営を行いました。6 月 16 日

（日）に日本デザイン振興会、デザイ
ンハブで、約 40 名の参加者を得て「デ
ザイン知ワークショップ」を実施。そ
の内容をまとめ、6 月 21 日（金）の
大会初日に約 30 名のデザイン実践者
の参加を得てフォーラムを実施しまし
た。

③ 春 季 大 会 の「 学 生 交 流 ワ ー ク
ショップ」：「デザインの行為と思考：
デザインの学生たちは何をどう学んで
いるのだろう？」をテーマにワーク
ショプの企画立案と実施運営を行いま
した。約 40 作品が出展され、メンター
を交えたグループでの活発な議論と全
体発表をとおして学校をまたぐ学びの
機会をつくることができました。 

④秋季企画大会の「学生プロポジ
ション」：秋季企画大会は多摩美術大
学が開催校となり 10 月 19 日（土）
に開催。全国のデザインスクールから
53 の作品が出展され６つの優秀作品
が表彰されました。「学生交流ワーク
ショップ」と合わせて、学生会員と非
会員の学生諸君の参加に感謝します。

⑤研究部会の活性化：平成 25 年度
より各研究部会活動報告を大会総会資
料としてまとめ報告を行いました。合
わせて研究部会統括運営細則の改定案
作成を継続しました。

⑥平成 26 度春季研究発表大会に向
けてテーマセッション募集を行い、10
テーマの選定を行いました。

企画委員会　総合企画　
前委員長　松岡 由幸

平成 25 年度の企画委員会総合企画
は，創立 60 周年ならびに科研費にお
ける「デザイン学」の新設に伴い，デ
ザイン学における基盤研究の推進を狙
いとしました． 

まず，6 月 21 日から 23 日にかけて，
筑波大学で実施された春季大会では，
第 60 回大会でもあることを受け，「デ
ザイン学とデザイン」を大会テーマと
しました．また，そのオーガナイズド

セッション（OS）においては，「デザ
イン，デザイン学，そしてデザイン科
学」，「視覚的な使いやすさと直感的な
インターフェイスデザイン」，「演習課
題から探るデザイン学」，「震災後の環
境デザイン　－残すべきものとは」の
４件が実施されました．

また，10 月 19 日に多摩美術大学
にて実施された秋季企画大会において
は，「創造する人材はいかに育成され
るのか？」をテーマとして，基調講演，
学生プロポジション，パネルディス
カッションなどが行われました．その
中でも，企業のデザイナーを交えた学
生プロポジションでは，デザインの思
考過程に関する活発な意見交換が行わ
れ，楽しいひとときでした．

春季大会，秋季企画大会ともに多く
の方々にご尽力を賜りました．ここに，
新ためて感謝の意を表する次第です．

企画委員会　支部企画　
前委員長　両角 清隆

2013 年度も各支部によって、支部
活動は活発に行われました。特に、学
生も参加する研究会等が活発に開催さ
れ、学会活動の活性化の一翼を担って
いると言えます。

一方、今期は支部企画として、稼働
の活発化に伴い増加している支部が発
行する刊行物等の位置づけ検討いたし
ました。これは、学会が発行している
刊行物等との区別や、デジタル媒体や
Web サイト等への掲載刊行物の扱い
などを混乱なく適切に運用するための
検討です。

現在、継続検討中ですが、1）支部
刊行物の体裁や運用に関する指針や
フォーマットが必要であること、2）
どの項目をどのように決めるかを検討
すること、などが合意されています。

今後、学会の刊行物の名称検討など
の推移にも注意しつつ、継続して検討
し、決定する必要があります。
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教育・資格委員会
前委員長　山内 勉

平成 25 年度は、4 回の委員会を開
催し、主要課題である「教育」と「資
格」について、具体的な施策を立案す
るために情報共有と意見交換を行いま
した。

特に、「デザイン実務者の成果発表
媒体」については、デザイン学研究作
品集と公益財団法人日本デザイン振興
会（ＪＤＰ）が主催するグッドデザイ
ン賞（Ｇマーク）との連携の可能性を
検討し、企画案を作成し、それを理事
会で議題として提出しました。デザイ
ン学研究作品集のさらなる活性化を実
現し、産業界も巻き込みながら「デザ
イン知」を積み上げること、ひいては
産業界に対するデザイン学会の認知度
をあげるという目的については賛同を
得ました。審査方法の調整など実施の
ための課題について、継続して検討す
ることになりました。

そして、この企画は、デザイン実務
者が文章リテラシー向上の教育プログ
ラムを学ぶ講座を、デザイン学会が提
供する企画に発展することも話し合い
ました。　
「資格制度」については、公益社団

法人日本インダストリアルデザイナー
協会（ＪＩＤＡ）がプロダクトデザイ
ン（PD）検定１級、２級制度の上位
に位置付けられるプロダクトデザイ
ン・プロフェッショナル認定制度を検
討する過程に参画し、継続教育（CPD）
の仕組みづくりもあわせて検討しまし
た。

また引き続き、技術者教育認定機構
（JABEE）の専門職大学院認証評価委
員会委員として、その認証業務に関わ
り動向を把握しました。

広報委員会
前委員長　山崎 和彦

広報委員会の機能は、会員諸氏と学
会活動をつなぐことのマネージメント
であると同時に、学会活動と社会、学

会活動と世界をつなぐことです。本年
度の主な活動は、１）現在の Web サ
イトの運営、２）今後の Web サイト
の検討、３）SNS の活用、４）協賛学
会依頼の検討などの活動でした。１）
現在の Web サイトの運営では、現在
の Web サイトの運営を行うとともに、
コンテンツ責任者リストのメンテナン
ス、理事・部会長全員がアップデート
できるしくみづくりの検討しました。
２）今後の Web サイトの検討では、
リニューアル方針、および新しいシス
テム構築に向けて構築費用、構築体制
について検討しました。３）SNS の活
用では、Facebook の効果的な活用の
検討、Twitter の連動の検討しました。
４）協賛学会の依頼では、対象は春と
秋の大会に向けて協賛学会のコンタリ
ストの作成の検討しました。広報委員
会の構成は、小野健太、中本和宏、大
島直樹、内山俊朗です。

財務委員会
前委員長　生田目 美紀

学会財務の健全な運用を行うための
活動方針を主に「学生会員制度の導入
による財務動向の基礎調査」に絞って
活動して参りました。学生会員制度が
導入される前後を含めた過去４年間の
会員数ならびに収支の動向を精査・評
価しました。その結果、学生会員数は
順調に増加していますが，学生会員か
ら正会員への移行については、今後の
同行をさらに追跡する必要がある事が
分かりました。また、学生会員制度の
導入によって学会財務上、大きな支障
がないことが確認できました。

市販図書企画・編集委員会
前委員長　井上 勝雄

平成 25 年度活動について，以下の
点をご報告いたします。

デザイン学の基盤構築に向け，一昨
年度の理事会にて承認された書籍『デ
ザイン科学辞典』（日本デザイン学会
と日本機械学会、日本設計工学会の３

学会からのメンバーを中心とする企
画）の編集を進め、本年度以降の発刊
を目指しています。

また、本企画を筑波大学での春季大
会のオーガナイズドセッションで、『デ
ザイン科学辞典』と、８月の IASDR で
の学術会議連携プリグラムでも紹介し
ました。そして、１１月に関係の学会
のメンバーで編集内容について討議し
ました。

平成２５年度 
春季研究発表大会実行委員会

実行委員長　五十嵐 浩也

第 60 回春季研究発表大会は 2013
年 6 月 21 日（ 金 ） か ら 23 日（ 日 ）
までの 3 日間，筑波大学を会場として
行われた．大会を通じたテーマは「デ
ザイン学とデザイン」であった．

21 日は筑波大学大学会館において，
理事会，総会，学会各賞記念講演が行
われ，春季大会の開会式の後，基調講
演として株式会社 GK デザイン機構代
表取締役社長の山田晃三氏を招き，「デ
ザインの 60 年，その基層とすべき精
神について」という講演．また，特別
フォーラムとして「実践するデザイ
ナーたちのデザイン知とはなにか」と
いうワークショップを通じて得た「デ
ザインとはなにか」という問いに対す
るアプローチの発表が行われた．

22 日は口頭発表，ポスター発表，
企業展示が筑波大学の５C 棟をメイン
会場として行われ，日本デザイン学会
研究推進委員会による企画，学生交流
ワークショップ「デザインの行為と思
考：デザインの学生達は何をどう学ん
でいるのだろう」が終日行われ，学生
の活発な活動が展開された．同日午
後には本部企画であるオーガナイズド
セッション A「デザイン，デザイン学，
そしてデザイン科学」セッション B「震
災後の環境デザイン ? 残すべきものと
は」が行われた．夕刻には懇親会が行
われ，「常陸野の食」をテーマに有機
野菜，海産物地元の人々の手によって
加工された食品と地酒，地ビール等が
振る舞われた．
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23 日には，口頭発表，ポスター発
表，企業展示が前日と同じ会場にて行
われ，特別セッションとして筑波大学
で活動中の「CR 創造的復興特別セッ
ション」，また，オーガナイズドセッ
ション C「視覚的な使いやすさと直感
的なインタフェースデザイン」，オー
ガナイズドセッション D「演習課題か
ら探るデザイン学」が行われ，無事に
閉会式を迎えた．

いずれの会場も活況を呈し，活発な
３日間であったと思われる．大会参
加者は 552 名．発表件数は不成立発
表を除き 220 件（口頭発表：134 件，
ポスター発表：86 件）となっている．
企業出展者数は 7 企業，協賛企業は 4
団体であり，大会を通じて学生スタッ
フは 76 名であった．

平成２５年度 
秋季企画大会実行委員会

実行委員長　須永 剛司

2013 年 10 月 19 日（土）午前 10
時から午後５時に、多摩美術大学 レ
クチャーホール C、図書館アーケー
ドギャラリーにおいて、平成 25 年
度日本デザイン学会秋季企画大会が、

「創造する人材はいかに育成されるの
か？」をテーマに開催されました。

山中敏正会長（筑波大学）の開会挨
拶の後、佐藤弘喜本部事務局長（千葉
工業大学）の司会により学会各賞授賞
式が行われました。松岡由幸担当理事

（慶應義塾大学）により選考経緯が説
明され、小早川真衣子氏、須永剛司氏、
高見知里氏、久保田秀和氏、西村拓一
氏に年間作品賞、黒川威人氏、原田昭
氏、堀田明裕氏、宮崎清氏、早坂功氏
に功労賞が授与されました。

開会式に続き、午前の部として須永
剛司大会実行委員長（多摩美術大学）
の司会により２件の講演が行われまし
た。五十嵐威暢（多摩美術大学学長）
による基調講演「瞬間に生まれるもの」
では、デザインからアートに及ぶ自身
の作品創作の中に流れる創造する精神
が語られました。つづく原島博氏（東
京大学名誉教授）による招待講演「科

学技術は文化をめざす」では、21 世
紀の科学技術は生活者のために貢献す
べきという主張のもと、心豊な文化を
創造するためのアート＆デザインと科
学技術の融合の可能性が述べられまし
た。

五十嵐先生基調講演の様子

原島先生招待講演の様子

昼休みを挟んで開催されたのは、多
摩美大図書館のアーケードギャラリー
で学生プロポジションです。全国のデ
ザインスクールから 53 件の作品が出
展され、大会委員長の五十嵐学長より
６つの作品に優秀作品賞が授与されま
した。

学生プロポジションの様子

午後３時から２時間、「デザインを
することの中に埋め込まれるデザイン
研究は可能か？」をテーマにパネル
セッションが行われました。パネラー
にむかえた松本和己氏（日立製作所、
デザイン本部）、稲見昌彦氏（慶応義
塾大学大学院、メディアデザイン研究
科）、植村朋弘氏（多摩美術大学、造
形表現学部、デザイン学科）が、それ
ぞれ立場から創造の源を再認識するこ

との面白さを紹介し、新たな学として
の可能性を討論、会場を含めたエキサ
イティングが議論が起きました。セッ
ションのモデレータは須永剛司が務め
ました。その後、山中敏正会長の閉会
の挨拶をもって盛会のもと大会は終了
しました。

パネルセッションの様子

大会終了後、多摩美大情報デザイン
学科の協力のもとキャンパス内のカ
フェ・ブーランジェリで交流会が行わ
れました。大会の余韻が残る中、多く
の大会参加者が議論に花を咲かせまし
た。

学会各賞選考委員会担当

前担当理事　松岡 由幸

昨年度の学会各賞選考結果を，ご報
告いたします．
＜年間作品賞＞
・小早川真依子，須永剛司，高見知里，
久保田秀和，西村拓一：「PhotoLapper:
日常体験をコラージュする活動とツー
ル」
 ＜功労賞＞

以下の５名の先生方が授賞されまし
た．
・黒川威人
・原田昭
・堀田明祐
・宮崎清
・早坂功

なお，昨年度の度学会各賞選考委員
会の構成は，以下の通りです．
委員長：青木弘行
委員：清水泰博，庄子晃子，杉山和雄，
原田昭，松岡由幸，宮崎清，宮内悊，
森典彦
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Design シンポジウム担当　
前担当理事　松岡 由幸

Design シンポジウムは，日本のデザ
イン・設計に関する学会の共催により，
２年に一度開催されています．現在は，
当学会に加え，日本建築学会，日本機
械学会，日本設計工学会，精密工学会，
人工知能学会の６学会が共同で運用し
ています．

平成 25 年度は，日本設計工学会が
幹事学会として実施される Design シ
ンポジウム 2014 に向けた準備を進め
てきました．同シンポジウムは，東京
大学生産技術研究所を会場として，11
月 11 日（火）から 13 日（木）の日
程で開催されることが決定しており，
一般講演，特別講演，および Design
シンポジウムのこれまでとこれから
を議論する 10 周年パネルディスカッ
ションなどを企画しております．

当学会からは，小林昭世先生，永井
由佳里先生，松岡の３名に加え，若手
グループへは小野健太先生と佐藤浩一
郎先生が参加しており，デザイン・設
計に関わる他学会との連携を深めるこ
とで，開催に向けた準備を進めており
ます．

ＩＡＳＤＲ担当　
前担当理事　古屋 繁

IASDR の 2013 年大会を開催した．
開会式には皇太子殿下の御臨席を賜

り，開催校の芝浦工業大学の大学を挙
げたご支援のもと，無事に開会するこ
とができた．

本会議の日本開催は、デザイン学に
おける世界トップレベルの研究者と
日本の研究者、および感性工学と設
計工学の研究者、加えて、Design of 
Excellence や学術会議連携プログラム
に参画したデザイン実務者が直接意見
を交わす絶好の機会となった。本会議
は、世界 40 ヵ国 1 地域におよび多数
の国々から、800 名の参加者、573 件
の研究発表があった。参加国数、参加
者数ともに、過去 4 回の大会を超える

数字であり、主催団体の努力がデザイ
ン研究の一層の活性化に大きく貢献し
たと言える。

開会式の後には山海嘉之教授による
ロボットスーツ HAL のデモンストレー
ションも含めた基調講演を実施した．
日本学術会議との連携プログラム［知
の統合としてのデザイン科学と新パラ
ダイム「タイムアクシス・デザイン」］
を開催し、市民公開プログラム［安全・
安心なコミュニティのデザイン］を
テーマとしてデザイン研究を一般市民
に説明することができた。

本大会は 2006 年の学会連合理事会
で方向性を見出し、2010 年から本格
的に計画を開始したが、その後 2011
年の東日本大震災を受けて激変した日
本の環境での開催に対する不安もあっ
たが、2011 年秋の第 4 回大会では急
速に復興する日本の状況を説明し、無
事開催する事ができた。最終的な研究
発表件数は 573 件であったが、アブ
ストラクト投稿数は1160件を数えた。
参加者の登録国数は 40 ヵ国 1 地域で
あったが、日本からは中南米・アフリ
カなどから多くの留学生が発表してお
り、実際の参加者の国数は 50 ヵ国ほ
どであり、まさにデザインの学術研究
集会としては、世界最大規模のものと
なった。

日本学術会議　
第一部／人文・社会科学

担当理事　清水 泰博

日本学術会議第１部傘下の藝術学関
連学会連合（日本デザイン学会を含
む 15 学会により構成）による第９回
公開シンポジウムは、東京国立近代美
術館講堂にて「藝術の腐葉土としての
ダークサイド」をテーマに６月７日に
多くの人を集め盛会裏に行われたとこ
ろです。本テーマは広島芸術学会から
の提案で、最後まで競った対抗テーマ
案は服飾美学会の「藝術と日常」でし
た（今回デザイン学会からの提案はあ
りませんでした）。今回のシンポジウ
ムは埋もれてしまいがちな暗い闇の部

分に焦点をあてたもので、対象は「九
相図」や瞽女（ごぜ）、戦災の広島、
震災の東北などの負の文化遺産などに
及び、ダークサイドが、現代の文明を
彩り培う影として寄り添っていること
を示そうとするものでもありました。

尚、本年度より当藝術学関連学会連
合担当理事は小林昭世先生（武蔵野美
術大学）と交代することとなりまし
た。デザイン学会からのシンポジウム・
テーマ提案は前担当理事の黒川威人先
生の折にお手伝いさせて頂きました

「アートとデザイン〜その分離と融合」
がありますが、各学会からの提案がそ
ろそろ一巡し、新たな提案が可能にな
りつつあるように思われます。デザイ
ン学会としては、数年前に後藤泰徳氏
から御提案頂いたテーマの見直し、再
提案なども視野に入れて進めて頂けれ
ばと思います。会員の皆様には今後も
シンポジウム・テーマ企画、パネラー
候補などの御協力をよろしくお願い致
します。またこのシンポジウムはいつ
も興味深い内容ですので是非ご参加頂
ければと思います。

日本学術会議　
第三部／理学・工学

　前担当理事　森田 昌嗣

日本デザイン学会は、日本学術会議
に置かれた 3 つの部の内、第三部（理
学・工学）に所属していますが、特筆
すべき活動はおこなえませんでした。

横断型基幹科学技術 
研究団体連合

　前担当理事　松岡 由幸

横幹連合は 2003 年 4 月に創設され，
昨年で 10 周年を迎え，定期刊行物で
ある雑誌「横幹」では，特別企画「横
幹連合：10 周年を迎えて」を，企画・
観光しました．

当学会からは，松岡が理事・会誌編
集委員長として参画しており，その特
別企画号の編集を行いました．本特別
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企画号では，初代会長の吉川弘之先生
をはじめとした歴代会長の論考，総合
科学技術会議の議員の先生方からの寄
稿など，盛りだくさんの内容でした．
　　

また，12 月には，香川大学で大会
が行われ，横幹連合に所属する各学会
の学会長懇談会が実施されました．そ
こには，松岡が会長代理で参加し，文
理融合という点では先導的に長い歴史
を有する当学会の状況を説明するなど
が行われました．

日本工学会　
前担当理事　國澤 好衛

工学系の学協会の連合組織である公
益社団法人日本工学会は、加盟する学
協会が抱える共通的な課題を議論する
場として機能しています。本学会で
は、学協会の運営事務に関わる「事務
研究委員会」および各学協会の取り扱
う技術分野の継続教育の推進に関わる

「CPD 協議会」に参加しています。そ
のなかで、現在は、公益法人制度改革
に伴う新公益法人への移行、学協会運
営のための会計・税務、役員選挙等に
おける電子投票制度の可能性、学協会
の情報セキュリティへの取り組みや継
続教育の制度化等を議論しています。
その内容については、一部を理事会，
評議員会で報告していますが、今後も
情報収集につとめ、本学会の運営改善
につなげて行きたいと思います。

第１支部
前支部長　両角 清隆

第 1 支部では、2 年に一度持ち回り
で支部大会を開催し、第 5 回支部大会
を 9 月 6 日（金）~7 日（土）に東北
工業大学長町キャンパス（仙台市）を
メイン会場として開催した。学生ワー
クショップ、研究発表、講演が実施さ
れた。教員、学生や市民合わせて 60
名程度が参加し、規模は大きいとは言
えないが活発な交流が行われた。特に、

日頃交流の機会が少ない学生にとっ
て、他大学の学生や教員としっかり時
間を取った直接的な交流ができたこと
は良い経験になった。

一方、支部大会のほかに学生の交流
ワークショップ等を実施する案もあっ
たが、準備を進めることができず、平
成 26 年度以降の課題となった。

第２支部
前支部長　浅沼 尚

本支部では、関東圏に勤務・在住し
ているデザイナーが多いことを生か
し、まず、多くのデザイナーとデザイ
ン分野の教育・研究者が直接対話を可
能とする産学連携イベントを推進して
まいりました。平成 25 年 8 月 1 日
( 木 )、慶應義塾大学日吉キャンパス協
生館を会場として、日本デザイン学会 
第 2 支部の 2013 年度活動：「デザイ
ン塾：デザイン科学、M メソッド、そ
してタイムアクシスデザイン」が開催
されました。本活動は、デザイン理論・
方法論研究部会（ＤＴＭ）とデザイン
塾による主催、第２支部、日本機械学
会 Design 理論・方法論研究会、日本
設計工学会 設計理論・方法論に関す
る研究調査分科会の共催により行われ
ました。

会場風景

はじめに、ＤＴＭ主査の松岡より、
知の統合としてのデザイン科学とデザ
インの新パラダイムであるタイムアク
シスデザインの説明がなされました。
まず、細分化された様々なデザイン領
域の共通の基盤を目指す「デザイン科
学」と、その基盤をなすデザイン理論

の枠組みの１つである多空間デザイン
モデルについての紹介がなされまし
た。また、これらのデザイン科学にお
いて蓄積された知見を世界へ発信する
ための「デザイン科学辞典」が公開さ
れました。さらに、デザインの理論や
方法論に時間軸の概念を導入するデザ
インの新パラダイムであるタイムアク
シスデザインの概念の説明が行われま
した。特に、年・月、日・時、および分・
秒などの異なる時間スケールを考慮す
るマルチタイムスケールモデルを紹介
し、時間軸導入に対するデザインの新
たな可能性について話題提供がなされ
ました。

つぎに、湘南工科大学の高野修治教
授より、デザイン科学の応用である「M
メソッド」とその事例適用に関する説
明が行われました。また、慶應義塾大
学大学院システムデザイン・マネジメ
ント研究科の Jaime Alvarez 特任講師
より、多空間デザインモデルに基づく
社会文化的アプローチによるコミュニ
ティ・モビリティシステムの分析につ
いて講演が行われました。さらに、Ｄ
ＴＭで議論が進められている「タイム
アクシス・デザイン」のモビリティシ
ステムへの応用についての講演が上村
昭一氏（マツダ株式会社）より行われ
ました。

さいごに、デザイン科学やタイムア
クシスデザインに基づく研究事例や作
品（全５件）の紹介が学生より行われ
ました。

本活動においては、デザインに関わ
る研究・教育者の方々（岡山県立大学、
静岡文化芸術大学、芝浦工業大学、湘
南工科大学、東海大学、長岡造形大学）、
実務者の方々（GK テック、HDS、デ
ジタルプロセス、東芝、東芝テック、
ニコン、日産自動車、マツダ）、学生
を含む約 50 名の方にお越しいただき、
デザイン科学とタイムアクシスデザイ
ンの可能性について活発な議論が行わ
れました。
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第３支部
前支部長　國本 桂史

第３支部では、会員交流と活動の活
性化に加え、平成 25 年度は学生会員
の拡大も目標として、下記の事業を実
施しました。
1．第３支部研究発表会・懇親会
目的：第３支部会員のデザイン活動・
研究内容を発表会を通じて相互に知り
合い、交流会を通して交流を深めると
ともに、学生に学会発表の機会を提供
すること。
日時：平成 26 年 3 月 21 日（金・祝）
午前 11:00 ～
内容：口頭発表、ポスター発表、表彰、
懇親会
会場：福井工業大学福井キャンパス（福
井県福井市学園 3 丁目 6-1）
参加：47 名（会員 17 名、非会員 9 名、
学生 21 名）
発表：35 件（口頭 23 件、ポスター
12 件）
概要：今回が 9 回目の開催となった本
研究発表会では、山中敏正会長に開会
式でのご挨拶、口頭発表へのご参加を
していただきました。今年度は２会場
を設定することで、大会と同様の発表
時間を確保しました。ポスター発表は
従来通り、懇親会を兼ねて行いました。 
また、若手研究者の奨励のために、優
秀発表賞制度を今年度も実施し、学生
発表者５名を選出、表彰しました。さ
らに今回以降、第３支部研究発表会概
要集表紙に ISSN（国際標準逐次刊行
物番号）を継続して表示することとし
ました（ISSN 2188-479X）。

第３支部研究発表会風景

2．日本デザイン学会第３支部奨励賞
事業

日本デザイン学会第３支部では、支
部会員のデザイン活動や研究活動の発
表の場として、研究発表会、懇親会を
開催し、会員間の交流を促進して参り
ました。これまでの研究発表会におい
ても、学生、大学院生によって将来性
を感じさせる優秀な作品や研究成果が
発表され、学生間の刺激や交流が図ら
れてきたと考えています。

これまでの成果、日本デザイン学会
の学生会員制度スタートといった状況
を踏まえ、支部幹事会において議論し
た結果、学生、大学院生のデザイン活
動、研究活動の評価のための学生表彰
制度と学生間交流の活発化を目的にと
した学生会を順次スタートさせること
としました。この内、学生表彰制度に
つきましては、各所属機関（大学、大
学院、短期大学）において優秀な研究、
制作活動を行った学生、大学院生を対
象とした奨励賞と、第３支部研究発表
会においての優秀な研究発表、ポス
ター発表を対象とした研究発表学生賞
の２制度を設けることとし、昨年度よ
りスタートさせました。

平成 25 年度受賞者　13 名

第４支部
前支部長　三橋 俊雄

１）日本デザイン学会第４支部研究発
表会を、2014 年 2 月 2 日（日）、和
歌山大学システム工学部 A 棟にて開催
し、以下の口頭発表と研究交流が行わ
れた。当日の発表などのスケジュール
は下記の通りで、口頭研究発表は、岡
山県立大学５件、京都工芸繊維大学６
件、京都府立大学３件、和歌山大学４
件、一般２件の計 20 件、内ポスター
発表４件、大会参加者は 30 名であっ
た。発表会後、懇親会が行われた。

■実行委員長：山岡俊樹（和歌山県立
大学）　
■開催期間：2014 年 2 月 2 日（日）
10：30 ～ 16：45 (10：00 より受付 )
■会 場 ：和歌山県立大学　〒 640-
8510 和歌山県和歌山市栄谷 930
■プログラム

●研究発表 ： 
会員・学生・一般による口頭発表、パ
ネル発表
会場 ：国立和歌山大学 システム工学
部 A 棟，A103，A104 教室
＜ 10:30-12:00 ＞口頭発表　
10:30-10:45 今井景太，高齢者の生活
機器使用に関する調査
10:45-11:00 益田雄司，仮設住宅居住
者のＱＯＬ向上のための調査
11:00-11:15 斉藤千容，若者をター
ゲットとした西陣織テキスタイルデザ
インの提案
11:15-11:30 鳥居秀作，井山宝福寺で
のデザイン活動とその情報発信につい
て
11:30-11:45 尾崎洋，岡山県立大学サ
テライトラボでのデザイン活動
11:45-12:00 益岡了，レーザー加工機
を用いたデザイン教育の実践
＜ 12:00-13:00 ＞　昼食
＜ 13:00-15:00 ＞口頭発表　
13:00-13:15 青島駿太，ハプティクス
におけるユニバーサルデザインへの活
用可能性
13:15-13:30 安井鯨太，ベルクソン哲
学 に よ る USER EXPERIENCE DESIGN
の考察
13:30-13:45 前川正実，消防団におけ
る小型動力ポンプ積載車の UI と情報
デザインに関する予備的研究
13:45-14:00 茶木盛暢，ユーザ特性と
メンタルモデル構築度合いに着目した
製品デザイン評価提案
14:00-14:15 佐藤栄作，ユーザビリ
ティ調査による高齢者と若年者のデジ
タルカメラ利用の現状
14:30-14:45 加藤夏来，製造業のサー
ビス要素の抽出とその応用方法の検討
14:45-15:00 平田一郎，薄型柔軟膜を
用いた伸縮インタフェースの検討  
＜ 15:00-16:00 ＞ポスター発表　　
山奥淳史，岡山県立大学サテライトラ
ボでの 3D ワークショップ (1)
佐藤菜生，福知山市における観光資源
に対する住民の意識調査
益岡了，立体映像を用いた映像デザイ
ン教育
松尾秀行，Wikipedia データベースを
利用した類推型発想支援システムの開
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発
＜ 16:00-16:45 ＞口頭発表　　
16:00-16:15 中坊公一，現代の祭りの
功罪に関する研究
16:15-16:30 中村仁美，京丹後市袖志
地区の自然共生の様態―おかずとりと
しての磯漁を中心に              
16:30-16:45 朱璽萱， 中国・無錫の水
郷空間における観光開発と生活文化に
関する研究―南長街を事例として―
＜ 17:15 － 19:00 ＞懇親会

第５支部
前支部長　伊原 久裕

第 5 支部では、九州・沖縄地区の所
属会員の交流、ならびにデザイン研究・
教育の成果の地域への発信を目的とし
て、学生作品展と研究発表会・懇親会
の 2 つの事業を毎年実施しています。
平成 25 年度に実施したこの 2 つの事
業について報告いたします。

1. 第 5 回九州 ･ 沖縄地区学生デザイ

ン展

6 月 11 日（火）から 16 日（日）ま
での 6 日間、JR 博多駅ビル構内の JR
博多シティ（2 階中央エレベータ前フ
ロア）において、「第 5 回九州・沖縄
地区学生デザイン展」を開催しました。
出展作品数は 38 点，参加校は 8 校（大
分県立芸術文化短期大学、九州大学、
九州産業大学、九州造形短期大学、近
畿大学、久留米工業高等専門学校、崇
城大学、西日本工業大学），人通りの
多い商業空間であったことから，来場
者数は 6 日間で約 2.000 名（概算）ほ
どにもなりました。また，学生賞とし
て下記の 4 作品が「優秀賞」として選
定されました。「Town Map」：伊藤美
香子（九州造形短期大学），「EV 実証
実験に関わるデザイン提案」：楠田朱
季子、宇野由紀、金子優希、緒方まり、
本田寛貴、田中貴司、田中絢土、溝口
玲司、山口聡一郎、竹内数馬、下村寧
崇、南郷貴俊（崇城大学），「ESORA / 
児童用ホワイトボード（コクヨデザイ
ンアワード 2012 優秀賞受賞作）」：迫 
健太郎、 今城 菜穂、 溝部 洋平、 藤中 康
平（九州大学芸術工学部），「休耕及び

耕作放棄された水田の維持管理のため
のデザイン研究」：森恭平（九州大学
芸術工学部）。

第 5回学生デザイン展

2. 研究発表会・懇親会

「研究発表会・懇親会」を、平成 25
年 10 月 5 日（土）に崇城大学で開催
しました。発表件数は，研究発表 40 件、
学生発表 9 件，参加者数は 89 名と盛
況で，活発な討議が交わされました。
また，学内見学会を開催し、崇城大学
教授本間先生のご案内で、同大学芸術
学部の充実した環境を見聞することが
できました。最後に恒例の懇親会を同
大学食堂にて開催し，参加者 52 名を
得て盛況のうちに終了しました。

研究発表会

本部事務局
前本部事務局長　佐藤 弘喜

平成 25 年度末の会員数は、正会員
1,484 名、学生会員数 234 名、賛助会
員数 29 件、年間購読会員 57 件です。
正会員と学生会員を合わせた会員数は
1,718 名で、昨年の同時期（1,775 名）
と比較して 57 名の減少となりました。

会員制度の問題点として、学生会員
制度の発足以来、学生会員の手続きが
懸案となっています。学生会員で年度
末の更新や卒業後の移行手続きを行わ
ない会員が多く、事務局による会員資

格の確認や会費の督促に関する作業負
担が大きくなっています。入会時の案
内に更新などの手続きについて明記す
るなどの対策を行ってきましたが、今
後に向けて、より円滑な更新手続きが
行われるようにするための措置が必要
です。また、会員数の減少を防ぐため、
卒業に際して退会することが多い学生
会員に、正会員への移行を促すための
対策を検討すべきであると考えます。

法人化問題については、理事会内に
おけるワーキンググループにおいて法
人化に向けた検討を進めてきました
が、理事会組織の変更に伴い、ワーキ
ンググループの構成を見直したうえ
で、今後も具体化のための検討を継続
する必要があります。

家具・木工部会
主査　阿部 眞理

平成 25 年度においては，これまで
継続して開催してきた研究部会総会，
および春季研究発表大会における研究
部会主催のテーマセッション等が諸
事情により実施できず，会員への家
具・木工関連の情報の配信にとどまっ
た。配信した情報としては，「木の文
化フォーラム」開催通知等である。

環境デザイン部会
主査　清水 泰博

環境デザイン研究部会では、前年
度 2012 年のテーマ「安心安全〜震災
後の環境デザイン」を受け、2013 年
度の部会テーマは「震災後のデザイン
〜残すべきものとは」とし、平成 25
年度の第 60 回春季大会においては同
テーマにてオーガナイズドセッション
を行いました。これは前年度より行っ
ている南三陸町防災対策庁舎の保存運
動を進めるにあたり、過去の事例（広
島、神戸）から学ぶことを第一義に考
えたものです。そこで両地域で活動さ
れている方をお呼びし、また東北から
は考古学の立場から残すことの本質的
な意味をお聞きし、議論したものです。
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このオーガナイズドセッションの討議
内容については全てを記録し、環境デ
ザイン部会の機関誌である ED-Place
に２度に渡って掲載しました（年に３
回発行される ED-Place のもう一つの
号は、毎年行っている各大学の環境デ
ザイン系の学生優秀作品を掲載したも
の）。

今期のフォーラム及び見学会は「東
京駅の夜の景観を考える」というテー
マのもと、KAN no KAI（東京藝術大学
環境デザイン研究会）との共催として
行いました。講師には新たな東京駅の
デザインに関わられた KAN no KAI メ
ンバーの面出薫氏、富田泰行氏、田中
一雄氏をお呼びし、東京駅の照明及び
サインのデザインのお話をお聞きし議
論しました。そしてその後は八重洲か
ら丸の内まで夜の東京駅周辺の見学会
を行いました。

平成 26 年度の第 61 回春季大会に
おいては「50 年後のしあわせな暮ら
し」をテーマにオーガナイズドセッ
ションを行います。

デザイン史研究部会
主査　立部 紀夫

平成 25 年度デザイン史部会では以
下の発表形式の研究会を開催した。本
年度も同様の研究会を進めて行きた
い。
■第３０回研究会
開催日：平成 26 年１月 25 日
テーマ：「１９６０年代のデザイン活
動」
発表者：君島昌之氏（日本デザイン学
会名誉会員）
場　所：マイスペース Cafe MIYAMA
渋谷公園通り店
参加者：17 名

1960 年代におけるデザイン活動と
して、1960 年に東京で開催された「世
界デザイン会議」、1964 年開催のオ
リンピック東京大会、そして 1970 年
に大阪で開催の日本万国博覧会を概観
し、それらのデザイン活動に関わった
人物と内容を多くの資料をもとに検
証。活発な討論がなされた。

■第３１回研究会
開催日：平成 26 年３月 21 日
テーマ：「コロマン・モーザーの空間
デザイン　－その革新性と文様の分析
－」
発表者：川崎弘美氏（パルナスウィー
ンインテリア主宰）
場　所：マイスペース Cafe MIYAMA
渋谷公園通り店
参加者 13 名

ウィーン分離派の有力メンバーで
あったコロマン・モーザーは自らを画
家と位置付けながらも、絵画、工芸、
家具、グラフィック、テキスタイル
のデザインなどで才能を発揮し活躍し
た。画家が手掛けることはまれな空間
デザインについて、現地の貴重な資料
を活用しながら話題提供がなされた。

デザイン理論・方法論部会
主査　松岡 由幸

本デザイン理論・方法論部会は，デ
ザイン方法論部会を拡張するかたち
で， 平 成 20 年（2008 年 ）4 月 に 設
立されました．その後，春季大会では
毎年，4，5 件の企画セッションによ
る発表を継続するとともに，平成 24
年度までに，13 回のシンポジムや研
究会を実施し，延べ 200 名以上の国
内外のデザイナーや研究者が集い，デ
ザイン理論・方法論の構築に努めてき
ました．

平成 25 年度においては，まず，筑
波大学で行われた春季大会にて，２件
の企画セッション，合計７件の研究発
表を行いました．

また，日本機械学会 Design 理論・
方法論研究会，および日本設計工学会
設計理論・方法論に関する研究調査分
科会との連携の下，『デザイン科学事
典』の編纂を進めております．この事
典は，web システムによるもので，タ
イムアクシス上での成長型事典である
とともに，新たな枠組みが生まれた際
には，それに沿った用語解説の配置（目
次）を追加可能とするなど，幾つかの
新たな特徴を導入しております．11

月 16 日には，JSSD 理事の先生方や
他学会の Design シンポジウム委員の
先生方を交えた「『デザイン科学事典』
企画編集準備委員会」を開催し，編集
体制や組織について議論しました．今
後も，多くの方々の協力を仰ぎながら
同事典の編纂を進めていく予定です． 

さらに，８月１日には，慶應義塾大
学協生館において，デザイン塾「デザ
イン科学，M メソッド，そしてタイム
アクシスデザイン」を主催し，デザイ
ン科学やタイムアクシスデザインに基
づく研究事例や作品（全 5 件）の発表
がなされました．

ファッションデザイン部会
主査　常見美紀子

ファッションデザイン部会の 25 年
度の研究例会は、2014 年 3 月 8 日（土）
に大妻女子大学千代田キャンパスにお
いて、午後 3：00 ～ 5:00 まで行なわ
れた。若手研究者である、お茶の水女
子大学の難波知子さんが「大衆衣料と
しての学生服の量産と普及―岡山県倉
敷市児島を事例に―」と題する研究を
発表した。その後、参加者から活発な
質問がなされ、和やかなうちに有意義
に研究例会を終えることができた。26
年度の研究例会は、9 月に行う予定で
ある。

創造性研究部会
主査　永井由佳里

デザインの創造性とイノベーション
について、創造性研究部会メンバーを
中心に学会内外の研究者、実践者、学
生と議論を重ねた。第 60 回春季研究
発表大会では、創造性研究部会の企画
によるテーマセッション「デザインの
理論と実践における「つくる」と「わ
かる」」での研究発表を募集し、16 件
の研究発表が行われた。汎用システム
デザインプロセスの提案、デジタル体
験システムの開発と実践、印象表現の
評価、デザインプロジェクトの評価、
人間中心のデザインによる情報伝達、
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デッサンや造形による学び、ワーク
ショップによる協働のデザインなど、
創造的なデザインを考え、実践するう
えで重要な成果が報告され、質疑応答
が行われた。本研究部会は国際的に展
開しているが、創造性研究部会に深い
関わりを持つ研究者が多数 IASDR に
出席し、部会メンバーと活発に交流す
ることができた。

タイポグラフィ研究部会
主査　石川 重遠

タイポグラフィ研究部会では、日本
デザイン学会春季研究発表大会におい
て毎回部会会議を開催し、部会員の企
画・提案、ひとり一人の意見の交換を
部会の運営に反映している。このよう
な会員の直接の交流は、現在のタイポ
グラフィ及びデザインの動向や直面し
ている諸問題や研究課題を知ること
で、相互の活動への刺激になり、これ
を大切にしている。昨年の筑波大学に
おける春季研究発表大会では、タイポ
グラフィに関する研究発表も行われ、
部会会議も開催し、有意義であった。

平成 26 年度の活動として、印刷博
物館（東京）と共催で年間 2 回程のタ
イポグラフィに関する講演会を継続的
に行う企画が話し合われている。すで
に本年 5 月 16 日に印刷博物館におい
て英国レディング大学タイポグラフィ
＆グラフィックコミュニケーション学
科のジェリー・レオニダス先生の講演
を実施した。

他に研究会の開催も検討中である。

サービスイノベーションデザ
イン研究部会

主査　古屋 繁

平 成 25 年 度 開 催 さ れ た IASDR 
2013 では，サービスデザインに関
する研究発表の企画と支援を行いま
した。サービス工学の中心的存在で
ある新井民夫先生（芝浦工業大学）
に，Keynote Lecture で「Design of 
Service ― Design of Use and Design 

in Use」のタイトルでの講演と，Panel 
Discussion で は「Does Design of 
Service Require the Participation of 
Customers?」というテーマで，２名の
パネリストに先生を加えて，サービス
デザインにおける新たなデザインの仕
方について議論をおこないました。ま
た，Invited Session では，6 件の発表
があり，サービスデザインに関する機
運の高まりを強く感じることができま
した。

残念ながら，研究部会としては，勉
強会などの開催を考えていましたが実
施することは大いに反省しなければな
らなかったと考えています。
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平成 25 年度（平成 25 年 4 月 1 日－平成 26 年 3 月 31 日）決算報告

〔一般会計〕

■収入の部

平成24年度繰越金 12,001,692 12,001,692 0 12,001,692
1 正会員費（現） 16,588,000 15,218,000 -1,370,000 ＠13,000  徴収数 1,137名 14,776,000

＠6,500   徴収数 68名 442,000
2 正会員費（新） 1,730,000 1,777,500 47,500 ＠18,000×63名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,134,000

＠6,500×99名 (学生　入会金：免除，年会費：6,500) 643,500
3 賛助会員費（現） 910,000 879,580 -30,420 24件 879,580
4 賛助会員費（新） 30,000 0 -30,000 0
5 年間購読会員費（現） 1,475,000 1,764,500 289,500 ＠25,000×71件 1,764,500
6 年間購読会員費（新） 50,000 0 -50,000 0
7 広告費 200,000 50,000 -150,000 1件 50,000
8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,140,000 2,135,000 -2,005,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,325,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 170,000
12年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 640,000

9 概要集売上金 1,750,000 1,855,000 105,000 ＠3,500×530冊 1,855,000
10 雑収入 850,000 848,919 -1,081 学会誌売上 43,500

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 802,009
その他 3,410

計 39,724,692 36,530,191 -3,194,501 36,530,191

■支出の部

予算額 決算額
増減

対予算額
本部事務局＆理事会関係 9,217,000 7,612,634 -1,604,366

1 本部事務局経費 7,917,000 6,583,034 -1,333,966 消耗品代 122,259
運営経費（春季大会出張費用含む） 68,657

パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000

通勤費（@6,000x12） 72,000

施設設備費 0

通信費及び電話代金 680,491

印刷代 151,060

雑費 123,076

会費引き落とし経費 110,880

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 134,015

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿管理補助等) 1,035,000

税金準備金，労災保険料 185,596

2 理事会運営費 300,000 320,755 20,755 会場借用料、理事会運営経費等 320,755

3 役員活動費 600,000 495,000 -105,000 役員の諸活動に対する補助 495,000

4 選挙経費 400,000 213,845 -186,155 選挙に関する費用 213,845

出版関係 1,470,000 854,098 -615,902
5 論文審査委員会経費 480,000 480,000 0 480,000
6 作品審査委員会経費 250,000 61,589 -188,411 前年度残金 -188,411

作品集編集費 250,000

7 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 5,000 -85,000 5,000

8 特集号編集委員会経費 650,000 307,509 -342,491 第20巻3号編集委員会 -58,769

第20巻4号編集委員会 106,278

第21巻1号編集委員会 130,000

第21巻2号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 23,870,000 14,334,137 -9,535,863
9 印刷費 21,770,000 12,468,225 -9,301,775 平成24年度論文集（1冊） 989,625

平成24年度特集号（4冊） 3,215,100

平成24年度作品集（1冊） 2,002,455

論文集（5冊） 5,236,035

特集号（0冊） 0

作品集（0冊） 0

概要集(800冊印刷） 672,000

封筒代 353,010

10 出版物通信費 2,100,000 1,865,912 -234,088 郵送料・事務代行料金（前年度分を含む＠350,000×8） 1,865,912

大会関係 2,027,500 834,714 -1,192,786
11 大会補助費 750,000 130,880 -619,120 平成25年度秋季大会補助 130,880

平成25年度春季大会補助 -500,000
平成26年度春季大会補助 500,000

12 春季大会概要集編集 557,500 131,250 -426,250 平成25年度大会 0

委員会経費 編集費・書類作成費（平成25年度分） 0

アルバイト雇用費（平成25年度分） 0

通信費（平成25年度分） 0

演題登録システム（PASREG）利用料 131,250

13 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 169,732 -230,268 169,732

14 学会セミナー費用 100,000 140,343 40,343 140,343

15 総会準備経費 20,000 17,136 -2,864 総会経費、委任状・資料印刷代 17,136

16 学会各賞選考委員会経費 140,000 83,496 -56,504 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 22,680

通信費 0

賞状・記念品代 60,816

会議費 0

17 国際デザイン会議 60,000 161,877 101,877 国際デザイン会議会費  （500＄）                          55,070

国際デザイン会議活動費 106,807

委員会関係 1,550,000 821,573 -728,427
18 委員会経費 200,000 86,445 -113,555 共通費 86,445
19 研究部会共通経費 400,000 224,554 -175,446 共通費（6研究部会） 224,554
20 支部活動補助費 900,000 510,574 -389,426 4支部 510,574
21 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 0 -50,000 編集費 0

広報関係 550,000 91,440 -458,560
22 広報費 550,000 91,440 -458,560 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 91,440

ホームページリニューアル 0
その他 0

その他 1,040,192 11,981,595 10,941,403
23 学協会関連 405,000 292,750 -112,250 学術会議活動費（@60,000＋@30,000) 27,450

芸術関連シンポジウム分担金 15,000

日本工学会活動費 0

日本工学会会費 30,300

CPD協議会会費 50,000

JABEE年会費 100,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0

26 予備費 635,192 90,000 -545,192 90,000

27 次年度繰越金 0 11,598,845 11,598,845 11,598,845

計 39,724,692 36,530,191 -3,194,501 36,530,191

［特別会計］　

学会本部事務局常設基金 11,279,349 15,294,518 4,015,169 利息(￥15,169-)：基金に繰り入れ  IASDRより￥4,000,000返済

平成24年度
決算額

平成25年度
決算額

増減 決算額内訳

項目 決算額内訳

項目 予算額 決算額
増減

対予算額
決算額内訳
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〔一般会計〕

■収入の部

平成24年度繰越金 12,001,692 12,001,692 0 12,001,692
1 正会員費（現） 16,588,000 15,218,000 -1,370,000 ＠13,000  徴収数 1,137名 14,776,000

＠6,500   徴収数 68名 442,000
2 正会員費（新） 1,730,000 1,777,500 47,500 ＠18,000×63名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,134,000

＠6,500×99名 (学生　入会金：免除，年会費：6,500) 643,500
3 賛助会員費（現） 910,000 879,580 -30,420 24件 879,580
4 賛助会員費（新） 30,000 0 -30,000 0
5 年間購読会員費（現） 1,475,000 1,764,500 289,500 ＠25,000×71件 1,764,500
6 年間購読会員費（新） 50,000 0 -50,000 0
7 広告費 200,000 50,000 -150,000 1件 50,000
8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,140,000 2,135,000 -2,005,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,325,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 170,000
12年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 640,000

9 概要集売上金 1,750,000 1,855,000 105,000 ＠3,500×530冊 1,855,000
10 雑収入 850,000 848,919 -1,081 学会誌売上 43,500

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 802,009
その他 3,410

計 39,724,692 36,530,191 -3,194,501 36,530,191

■支出の部

予算額 決算額
増減

対予算額
本部事務局＆理事会関係 9,217,000 7,612,634 -1,604,366

1 本部事務局経費 7,917,000 6,583,034 -1,333,966 消耗品代 122,259
運営経費（春季大会出張費用含む） 68,657

パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000

通勤費（@6,000x12） 72,000

施設設備費 0

通信費及び電話代金 680,491

印刷代 151,060

雑費 123,076

会費引き落とし経費 110,880

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 134,015

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿管理補助等) 1,035,000

税金準備金，労災保険料 185,596

2 理事会運営費 300,000 320,755 20,755 会場借用料、理事会運営経費等 320,755

3 役員活動費 600,000 495,000 -105,000 役員の諸活動に対する補助 495,000

4 選挙経費 400,000 213,845 -186,155 選挙に関する費用 213,845

出版関係 1,470,000 854,098 -615,902
5 論文審査委員会経費 480,000 480,000 0 480,000
6 作品審査委員会経費 250,000 61,589 -188,411 前年度残金 -188,411

作品集編集費 250,000

7 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 5,000 -85,000 5,000

8 特集号編集委員会経費 650,000 307,509 -342,491 第20巻3号編集委員会 -58,769

第20巻4号編集委員会 106,278

第21巻1号編集委員会 130,000

第21巻2号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 23,870,000 14,334,137 -9,535,863
9 印刷費 21,770,000 12,468,225 -9,301,775 平成24年度論文集（1冊） 989,625

平成24年度特集号（4冊） 3,215,100

平成24年度作品集（1冊） 2,002,455

論文集（5冊） 5,236,035

特集号（0冊） 0

作品集（0冊） 0

概要集(800冊印刷） 672,000

封筒代 353,010

10 出版物通信費 2,100,000 1,865,912 -234,088 郵送料・事務代行料金（前年度分を含む＠350,000×8） 1,865,912

大会関係 2,027,500 834,714 -1,192,786
11 大会補助費 750,000 130,880 -619,120 平成25年度秋季大会補助 130,880

平成25年度春季大会補助 -500,000
平成26年度春季大会補助 500,000

12 春季大会概要集編集 557,500 131,250 -426,250 平成25年度大会 0

委員会経費 編集費・書類作成費（平成25年度分） 0

アルバイト雇用費（平成25年度分） 0

通信費（平成25年度分） 0

演題登録システム（PASREG）利用料 131,250

13 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 169,732 -230,268 169,732

14 学会セミナー費用 100,000 140,343 40,343 140,343

15 総会準備経費 20,000 17,136 -2,864 総会経費、委任状・資料印刷代 17,136

16 学会各賞選考委員会経費 140,000 83,496 -56,504 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 22,680

通信費 0

賞状・記念品代 60,816

会議費 0

17 国際デザイン会議 60,000 161,877 101,877 国際デザイン会議会費  （500＄）                          55,070

国際デザイン会議活動費 106,807

委員会関係 1,550,000 821,573 -728,427
18 委員会経費 200,000 86,445 -113,555 共通費 86,445
19 研究部会共通経費 400,000 224,554 -175,446 共通費（6研究部会） 224,554
20 支部活動補助費 900,000 510,574 -389,426 4支部 510,574
21 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 0 -50,000 編集費 0

広報関係 550,000 91,440 -458,560
22 広報費 550,000 91,440 -458,560 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 91,440

ホームページリニューアル 0
その他 0

その他 1,040,192 11,981,595 10,941,403
23 学協会関連 405,000 292,750 -112,250 学術会議活動費（@60,000＋@30,000) 27,450

芸術関連シンポジウム分担金 15,000

日本工学会活動費 0

日本工学会会費 30,300

CPD協議会会費 50,000

JABEE年会費 100,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0

26 予備費 635,192 90,000 -545,192 90,000

27 次年度繰越金 0 11,598,845 11,598,845 11,598,845

計 39,724,692 36,530,191 -3,194,501 36,530,191

［特別会計］　

学会本部事務局常設基金 11,279,349 15,294,518 4,015,169 利息(￥15,169-)：基金に繰り入れ  IASDRより￥4,000,000返済

平成24年度
決算額

平成25年度
決算額

増減 決算額内訳

項目 決算額内訳

項目 予算額 決算額
増減

対予算額
決算額内訳
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平成２6 年度活動計画

論文審査委員会
委員長　久保 光徳

日頃はデザイン学研究論文集へのご
寄稿，ご審査などにおきまして大変お
世話になっております。昨年度の論文
集の発行も，お陰様によりまして無事
に終えることができました。心より御
礼申し上げます。昨年度から論文投
稿，論文審査における電子投稿・審査
システムが稼働し，以前の紙媒体中心
のシステムからの移行が進められてい
ます。この移行に伴って，ご連絡の行
き違いや混乱が生じておりますことに
この場をお借りして深くお詫び申し上
げます。一日も早く新システムでの論
文投稿審査業務が安定するように尽力
したいと思っております。何卒よろし
くお願い申し上げます。この電子化に
よって，より広範囲への，そしてより
迅速なデザイン学会会員における研究
成果の公表が可能になると信じており
ます。そのためにも和文のみならず英
文での研究成果公表の効率化を図りた
いと思っております。今年度喫緊の目
標の一つは，現状では和文と英文が混
在しているデザイン学研究論文集の書
式，投稿規定の見直し，そして著作権
の扱いも含めた改善，改訂を進めるこ
とです。そして，最終目標としては，
和文誌と英文誌をそれぞれに独立した
形で発行することを可能にし，国際的
な評価基準の土俵にデザイン学研究論
文集が上がれるように環境整備を図る
予定です。これに合わせて，学会 HP
からの論文投稿環境の改善を図り，国
内外の会員各位より，より多くの論文
が寄稿されるように致したいと思って
おります。そこで本年度は，論文審査
委員会に，委員長１名の他，委員２名，
幹事４名をお願いし，計７名で論文審
査委員会の運営を実施させていただく
こととしました。さらには，昨年度に
続き，投稿論文のご審査をお願いさせ
ていただく学会員各位の増強も図りた
いとも思っております。できるだけ多

くの会員各位にご投稿いただくと同時
に，できるだけ多くの会員各位にデザ
イン学研究へ投稿された論文のご審査
もお願い致したいと思っております。
ご迷惑をお掛けすることも多々あるか
とは思いますが，どうぞご理解とご協
力をいただければと考えております。
何卒よろしくお願い申し上げます。
委員　小山 慎一，寺内 文雄
幹事　蘆澤 雄亮，植田 憲，加藤 健郎，
　　　鄭孟淙

作品審査委員会　
委員長　小林 昭世

本年度も 2013 年度に引き続き作品
集の充実を目指したいと思います。こ
のためには、会員の皆様からの多くの
応募を期待いたします。また、厳密な
作品審査にくわえ、刊行スケジュール
にそった迅速な審査につとめていきた
いと思います。

また、今年度は、作品集を冊子と
DVD で刊行するほか、昨年、清水委員
長のもとで、「投稿規定」「執筆要領」「応
募・投稿から掲載までの手順」を整備
し、準備を進めてきた J-STAGE での公
開（オンライン・ジャーナル化）を目
標にします。

こ の 冊 子 の 刊 行 と オ ン ラ イ ン・
ジャーナルとしての公表につきまして
は、学会誌出版編集委員会と連絡を取
りながら、その活動を支援していくこ
とになります。

2014 年度作品審査委員は、高野修
治、生田目美紀、橋田規子の各理事と
加藤健郎、白石学、永盛祐介、橋本和
幸の各幹事です。

学会誌編集・出版委員会　
委員長　岡崎 章 

前年度に引き続き当委員会長を担当
することになりました岡崎です。平
成 26 年度の活動計画につきましては、
前年度の活動報告で示したとおり、作
品集電子化の完了、論文集投稿規定（主

に著作権）の見直し、特集号と会報の
発行、平成 27 年度に向けた特集号の
リニューアル検討等に取り組んでいき
ます。特に、今年度はすべての学会誌
が印刷体と電子体で併存する最初で最
後の年度となる予定です。スムーズな
移行のために関係理事と力を合わせて
計画を遂行していく所存です。

特集号（年４冊）につきましては、
第 22 巻１～４号（通巻 85 ～ 88 号）
を発行する予定です。今後の特集号に
関するアイデアをお持ちの方は担当理
事までご一報下さい。

なお、編集委員は工藤芳彰、寺内文
雄、山田弘和、大島直樹（幹事）です。

研究推進委員会　
委員長　渡邉 誠

研究推進委員会では、①研究部会の
活性化、②研究部会活動に関わる学会
規定の見直しから改訂案づくりの継
続、 ③第 61 回春季研究発表大会の学
生交流ワークショップの実施運営、④
同大会のテーマセッションの運営、⑤
本年度秋季企画大会における企画運
営、⑥来年度春季研究発表大会テーマ
セッション募集を行います。
①研究部会の活性化：昨年度より，各
研究部会に活動報告・計画の報告をお
願いし，総会資料に掲載することとし，
本年度は，16 部会のうち，10 部会か
ら報告があった。
②研究部会活動に関わる学会規定の見
直しから改訂案づくりの継続：研究部
会統括運営細則の改定案引き続き作成
を行っている。
③今回の春季研究発表大会の学生交流
ワークショップの実施運営：本年度
も，「デザインの行為と思考：デザイ
ンの学生たちは何をどう学んでいるの
だ ろ う？ Design thinking and acting 
: What and how do design students 
learn?」を引き続き開催いたします。
議論に参加するメンバーは、デザイン
学生、教員や研究者、プロのデザイナー
で構成。各グループがあらためてデザ
インすることの意味や価値を考え、最
後に会場全体に発表します。
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④春季研究発表大会のテーマセッショ
ンの運営：各テーマセッションの企画
者に座長の選任やグッドプレゼンテー
ション賞の推薦などセッションの当日
運営を依頼する。
⑤本年度秋季企画大会における企画運
営：東京造形大学となり 10 月 25 日

（土）に開催される秋季企画大会で，
研究推進に繋がる企画を企画する。。
⑦来年度春季研究発表大会テーマセッ
ション募集：今年末に募集を始めます。
ふるって応募ください。

企画委員会　総合企画　
委員長　松岡 由幸

今年度の企画委員会総合企画は，デ
ザイン学における基盤研究の推進を図
る所存です．

まず，本春季大会では，福井工業大
学の皆様のご尽力により，大会テーマ

「しあわせのデザイン」のもと，「50
年後のしあわせな暮らし」，「インター
フェースデザインの評価」，「演習課題
から探る” しあわせ” のデザイン」，お
よび「次世代デザインの枠組みをさぐ
る：行為の中で見出すデザインの実践」
という 4 つのテーマのオーガナイズド
セッションが行われます．

　なお，オーガナイズドセッション
のテーマに関しては，ここ数年，やや
固定してきた感もあることから，次年
度にむけて，新たな展開をすべく，委
員会としては工夫していきたいとも考
えております．

さらに，10 月 25 日（土）には，東
京造形大学にて，秋季企画大会が行わ
れる予定であり，現在，その準備を進
めていただいている段階であります．

このほかにも，講習会やセミナーの
実施を検討しており，これらの諸活動
を通じて，デザイン学の発展と地位の
向上を目指します．

企画委員会　支部企画　
委員長　五十嵐 浩也

2013 年度まで各支部における研究

発表大会，講演，ワークショップ，展
覧会等の活動は活発に行われていま
す．これらの活動は学会の根幹をなす
活動として重要であることは言うまで
もありません．現在，それぞれの活
動においてそれぞれの出版物，Home 
Page，賞等がその活動の活発化ととも
に多く，かつ様々な方向性を有するに
到ってまいりました．企画員会としま
しては，ここ数年各支部が発行してい
る刊行物，デジタル媒体等の刊行物の
取扱を検討して参りましたが，本年度
もこの内容を継続検討する予定です．
刊行物の体裁，運用指針，フォーマッ
ト，賞のあり方の検討を具体的に進め
る所存です．

また，活動単位としての支部地区制
の見直しを法人化に向けての検討の推
移と協働しながら検討することも本年
度の活動の軸と考えております．

 

教育・資格委員会
委員長　古屋 繁

今年度は，昨年度までの活動を継承
し，主要課題である「教育」と「資格」
について，具体的な施策を計画・実行
していきたと考えています。

具体的には，
１）継続教育（ＣＰＤ）
「継続教育」は，デザイン学会の特

徴を活かしたものであり，具体的なプ
ログラムを企画していきます。
２）デザイン実務者の成果発表媒体

昨年度検討された作品集審査委員会
や日本デザイン振興会と連携した企画
構想案を具体的なものにしていきま
す。
３）資格制度
「資格制度」は，「継続教育」とも関

連する事案ですが，継続して JIDA と
の連携を深めていきます。

また，技術者教育認定機構（JABEE）
への参画については，専門職大学院に
おける認証評価やデザイン分野での資
格の関連性など，その動向は注視する
必要がありますが，学会活動の中での
位置づけをより利用価値の高いものに
なるよう見直していきたいと考えてい

ます。

広報委員会
委員長　岡本 誠

広報委員会は，学会の活動を社会や
学会構成員に伝え、より良い関係を築
くことを目標にしています。本年度の
目標は、１）学会外への情報発信につ
いて検討し、PR 用パンフレットの作
成を行う、２）現在の Web サイトや
メールングリストの運営し、情報の発
信・共有を推進する、３）今後の Web 
サイトの検討です。

財務委員会
委員長　生田目 美紀

学会財務の健全な運用を行うための 
活動方針を主に以下の二つの問題に 
絞って活動します。
(1) 学生会員から正会員への移行、 不
明学生会員を減少させるための方策の
検討。
(2) 学会の法人化を視野に入れた財務
計画の立案。

(1) に関しては、学会全体としての
会員数の増加につながる手立てについ 
て、他の委員会と連携しながら積極的 
に打ち出して行きます。

 (2) に関しては、学会誌編集出版委
員会、本部事務局と連携しながら、概
要集、研究誌，作品集の電 子化に伴
う収支のバランスのシミュレーション
を行い、財務計画立案への基盤整備を
行います。

市販図書企画・編集委員会
委員長　蓮見 孝

オンラインでの情報交換が一般化す
る時代ではありますが、知の記録・広
報のためには、しっかりした編集活動
や事業が求められます。今年度も引き
続き、デザインの知を支える学会の図
書企画・編集に、特に若手の幹事の支
援を得ながら取り組んでいきたいと思
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います。
今年度については，学会全体として

の活動も視野に入れ，デザイン理論・
方法論部会がこれまで進めてきた「デ
ザイン科学事典」を，部会を超えた活
動に拡張していくことを柱に、活動を
進めていきます．

ここ数年の市販図書企画・編集委員
会の活動は，たとえば，環境デザイン
部会が発刊した書籍「つなぐ　－環境
デザインがわかる」のケースに代表さ
れるように，各部会や会員からのボト
ムアップ的な活動の色彩がやや強かっ
たといえるかもしれません．このよう
な，部会や地区、会員個人の出版活動
を支援する立場から，出版図書をホー
ムページに紹介するなど，活動活性化
のためのきめ細かい施策も推進してい
く所存です．

Design シンポジウム担当　
担当理事　松岡 由幸

Design シンポジウムは，デザイン・
設計領域の知の統合を図るため，日本
のデザイン・設計に関する学会の共催
により，２年に一度開催されています．
現在は，当学会に加え，日本建築学会，
日本機械学会，日本設計工学会，精密
工学会，人工知能学会の６学会が共同
で運用しています．

　今年度は，日本設計工学会が幹事
学会として，11 月 11 日から 13 日に
かけて，東京大学駒場キャンパスで行
われます．なお，知の統合をより進
めるために，今回から，講演内容を，
Design 理 論，Design 方 法 論，Design
方法，Design 実践，および Design 知
識とい枠組みに分類して，募集を行う
ことになりました．これにより，分野
横断的なセッション構成を図ろうとし
ています．

当学会からは，小林昭世先生，永井
由佳里先生，松岡の 3 名に加え，若手
グループへは小野健太先生，佐藤浩一
郎先生が参加しており，デザイン・設
計に関わる他学会との連携を深める活
動を進める予定です．

法人化対策特別委員会
委員長　國澤 好衛

本委員会は本年度から新たに設置さ
れた時限付きの法人化のための特別委
員会です。まだ法人化へ進むべきかど
うか，十分な議論がつくされてはいな
いので，まずは，改めて法人化による
メリット，デメリット，社会における
学会の位置づけなど様々な視点から
様々な要素を精査し，あるべき方向を
定めたいと思います。

その後，そのあるべき方向に近づく
ための計画を立案し，実行してまいり
たいと思います。

ＩＡＳＤＲ担当　
担当理事　山中 敏正

本年度は，2015 年大会への準備を
行う年である．すでに決定している
QUT / Brisbane 大会の運営のために，
協力する．学会から推薦する理事とし
て，杉山和雄監査にかわり渡邊誠副会
長を提案し，すでにオンラインで開催
される理事会において承認された．ま
た，IASDR メンバーとして参加の希
望が出されている Cumulus ならびに，
Design and Emotion の参加資格につ
いて協議を続ける．秋に任期を迎える
会長の選挙を行う予定になっているな
ど，体制強化の年である．

IASDR2015 の 開 催 日 は 2-5 
November, 2015 である．

横断型基幹科学技術
研究団体連合

　担当理事　松岡由幸

元来，デザイン学は，横断型科学の
根幹をなす学術領域であり，当学会は，
横幹連合における学術上での牽引的立
場にあるべきと考えます．この視点に
立脚し，横幹連合に参画し，現在では，
松岡が理事として参加しています．

今年度のイベントとしましては，4

月 21 日に定期総会が行われ，同月
30 日には「社会的課題解決のための
イノベーション」をテーマに，横幹技
術フォーラムが東京大学で行われまし
た．さらに，11 月 29 日から 30 日に
かけて，東京大学本郷キャンパスにて，
第 5 回横幹連合総合シンポジウムが行
われます．大会テーマは，「日本発：
モノ・コト・文化（仮）」であり，当
学会から多くの参加が望まれます．

日本工学会　
担当理事　國澤好衛

日本工学会の「事務研究委員会」の
議論は、学協会が抱える喫緊の課題

そのものとなっています。その内、公
益法人制度改革に伴う法人化への対応
および学協会が連携して行う横断的な
継続教育については、当学会において
も極めて重要なテーマとなっていま
す。特に、今年度は新しく設置された
法人化対策特別委員会にて、年度内に
は方針を確定させるとともに来年度
の総会で結論を出したいと考えていま
す。これまでも、日本工学会をベース
に他学協会の動向などを探ってきまし
たが、今後もこの場を活用し法人化や
継続教育への有用な視点を会員の皆様
に提供していきたいと考えています。

第１支部
支部長　両角 清隆

第 1 支部では 2 年に 1 回、支部大
会を開催し、この活動を中心に会員同
士の連携を深め情報を共有する活動を
進めて来た。これまでに、第 1 回仙台
会場 ( 東北工業大学 )、第 2 回山形会
場 ( 東北芸術工科大学 )、第 3 回函館
会場 ( 公立はこだて未来大学 )、第 4 
回札幌会場 ( 札幌市立大学 )、平成 25
年に第 5 回仙台会場 ( 東北工業大学 )
を開催し、二巡目に入った。

参加する大学も広がりつつあり、大
きな社会の変化を支部なりに考えて、
今後の支部で扱う内容について、以下
の内容を幹事や支部メンバーで検討し
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実施したい。
1）学生が活動の中心となれるような
取り組み。支部大会で学生が活き活き
とした取り組みを行った実績を伸ばす
方法を考え、実践する。
2）地方が自立し、また世界とつなが
る方法の検討とモデル化。中央・地方
という関係から、地方のそれぞれが自
立する道を探り、世界と直接つながる
可能性を広い意味でのデザインの視点
から探りたい。

第２支部
支部長　五十嵐 浩也

第 2 支部は昨年度の活動の基本方針
であった産学連携を継承して推進した
いと考えております．

JIDA,JDP とも連携して，教育・研究
者，学生と現場のデザイナーとの意見
交換の場を幾つか設定したいと考えて
おります．

研究推進委員会とも相談し，出来る
限り多くの研究部会との連携によるセ
ミナー，研究発表会を企画する予定で
す．

関東圏の多くの学会員の方々がふ
るって参加いただけるような活動を目
指しておりますのが，まず 9 月に上記
方針に則ったイベントを企画いたしま
す．

 

第３支部
支部長　國本 桂史

昨年度までの会員交流と活動の活性
化に加え、平成 26 年度は学生会員の
拡大も目標として、下記の４事業を実
施します。
１．サイエンスデザインカフェ事業

地域や他分野の人々との交流とデザ
イン啓蒙等を目的として、気軽にディ
スカッションができる “カフェ” 形式
の小規模講演会を本年度２回開催しま
す。

【第１回】
日時：9 月（日時未定）
講師予定：伊藤 邦久 教授 (College for 

Creative Studies (CCS) トランスポー
テーション学科教授 )
場所：愛知県名古屋市内にて調整中

【第２回】
日時：12 月（日時未定）
講師予定：間瀬 光人 准教授（名古屋
市立大学大学院 医学研究科 脳神経外
科学分野）
場所：愛知県名古屋市内にて調整中
２．第３支部研究発表会・懇親会

第３支部会員がどのようなデザイン
活動や研究を行っているのかを、発表
会を通じて相互に知り合い、交流会を
通してより深い相互交流を図ることを
目的としています。例年３月に年１回
開催し、学会発表の練習機会ともなっ
ています。口頭発表とポスター発表が
あります。
日程：平成 27 年３月中旬予定
開催校：調整中
３．会員間の情報交流の充実

メーリングリストサーバーを変更し
Web サイトの充実により、会員間の
情報の受発信の活性化を目指します。
また、積極的な他支部との情報や人的
交流も図ります。
４．学生会による研究交流事業

各大学より大学院生と学部生とが参
加して学生会を構成し、大学院生が
リーダーとなり学生同士の研究交流を
活発化することで、支部研究発表会へ
の積極的な参加と、本学会への入会と
を促進します。学生会を中心としたツ
アーイベント等の開催も検討していま
す。

第４支部
支部長　益岡 了

第４支部では１）ユニバーサルデザ
イン研究会、２）インタラクションデ
ザイン研究会、３）地域生活文化研究
会、４）近畿・中国・四国地区研究会
など関西地区における学術研究活動を
実施して来ましたが、今年度もそれら
の発展を図り、研究発表会や支部内の
会員、デザイン学生の交流を目指して
活動する予定です。

ユニバーサルデザイン研究会では、

実践的な UD 活動を推進するための研
究会を開催します。インタラクション
デザイン研究会では、当該分野の研究
者やデザイナーを招いて講演会を開催
し、新たなライフスタイルとインタラ
クションデザインの関係について参加
者との議論を行います。地域生活文化
研究化ではフィールドワークを通し
て、生活文化のあり方を見つめる活動
を積み重ねます。近畿・中国・四国地
区研究会では、横断的なテーマを設

定し、研究会をを企画開催します。
これらのこれらの活動を通じて地域
間・大学間連携による議論の創出を図
ります。

またメーリングリストなどを活用
し、地域ネットワークの拡大と円滑な
コミュニケーションを重視した支部活
動を推進します。関連学会支部との研
究会などの共催や新たな支部内の交流
への取り組みを、支部メンバーの協力
を得て検討します。

第５支部
支部長　井上 貢一

第５支部では、本年度も「学生デザ
イン展」と「研究発表会・懇親会」

の 2 つの事業を計画しています。

1. 第 6 回九州沖縄地区　学生デザイン
展
会場 ： 九州芸文館　大交流室、アネッ
クス A　福岡県筑後市大字津島 1131
日 程 ： 平 成 26 年 6 月 18 日 ( 水 ) ～
28 日 ( 土 )　
共催 ： NPO 法人芸術の森デザイン会
議、九州芸文館

本年度は、福岡県に新設された芸術
文化の交流拠点「九州芸文館」にご協
力いただき、会場費減免での開催が実
現しました。

会場は福岡の都心を離れますが、九
州新幹線筑後船小屋駅に隣接する会場
で、期間はこれまでより長い 11 日間。

すでに 70 作品のエントリーをいた
だいており、活気ある展覧会となるよ
う準備中です。 
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2. 平成 26 年度 日本デザイン学会第５
支部 研究発表会・懇親会
会場 ： 九州産業大学 15 号館（芸術学
部棟）福岡県福岡市東区松香台 2-3-1
日程 ： 平成 26 年 10 月 18 日（土）

幹事の所属する大学をローテーショ
ンで会場として開催している本研究
会、今年は福岡市東区にある九州産業
大学が会場となります。大学院生の発
表も多く、今年も約 50 件ほどの研究
発表を前提に会場の準備を進めていま
す。

8 月には、学会のメーリングリスト
を通してご案内を差し上げますので、
是非ご参加下さい。

※尚、この研究会では、第５支部以
外の地域の会員の方の発表も受付けて
おります。

本部事務局
本部事務局長　小野 健太

本年度は、昨年に引き続き学生会員
制度の定着により学生会員が更に増加
する事が期待されますが、それにとも
なって問題となりつつある、学生会員
の継続・移行手続きの円滑化を進める
ことが重要と考えます。特に、卒業に
よって資格が切れる学生会員が正会員
に移行してもらえるように働きかけ、
正会員数を増加させる取り組みたいと
思います。

各委員会活動、支部活動ができるだ
け円滑に進むようサポートし、学会活
動を支えていきたいと思います。特に
近年活発化している各支部の活動に対
して、本部事務局としてもできるだけ
支援していきたいと考えています。

また、事務局は学会の窓口として、
今年度も会員の皆様へのサービスを第
一に考えたスムーズな対応を心がけて
いきたいと思いますので、関係各位の
ご理解とご協力をお願い申し上げま
す。

家具・木工部会
主査　阿部 眞理

平成 26 年度においては，研究部会
総会，および春季研究発表大会にお
いて研究部会主催のテーマセッショ
ン「伝統的資源と現在学」を実施する。
研究部会総会については，春季研究発
表大会中に開催する予定である。また，
研究部会誌である「家具・木工通信」
の年度末発行を目指す。家具・木工関
連の情報については例年通り随時配信
する。

デザイン理論・方法論部会
主査　松岡  由幸

デザイン理論・方法論部会は，これま
で多くのデザイナや研究者が集い，デ
ザイン科学の基盤構築に努めており，

『デザイン科学事典』の編纂に向け，
その準備をする活動を進めてきまし
た．平成 26 年度においては，その事
典編纂を本格的に進める年度と位置づ
けています．
7月25日には，慶應義塾大学において，
デザイン塾「知の統合としてのデザイ
ン科学，その理論と応用（仮）」を主
催し，そのなかで『デザイン科学辞典』
の編纂状況を紹介していく予定です．

創造性研究部会
主査　永井由佳里

社会を俯瞰したデザインによりイノ
ベーションを創出することが期待され
ている。創造性研究部会メンバーを中
心に学会内外の研究者、実践者、学生
とさらに活発な議論を重ねていく。第
60 回春季研究発表大会では、創造性
研究部会の企画によるテーマセッショ
ン「生活を豊かにするインタラクショ
ンのデザイン」で 10 件の研究発表を
予定している。本年は、生活の質の向
上を目標に、デザインに何ができるか
という問題と、その方法を具体的に追
求する。また、認知科学会等、デザイ

ンと密接な関係がある学術領域との連
携によって、本研究部会は以前にも増
して複雑な社会の問題に挑戦する。国
際 的 に は、2015 年 1 月 に、 本 研 究
部会と関係の深い国際会議 The Third 
International Conference on Design 
Creativity がインドのバンガロールで
開催され、2010 年以来継続している
デザインの創造性についての議論を深
める機会として、大いに期待できる。

サービスイノベーションデザ
イン研究部会

主査　古屋 繁

昨年度は実施しできませんでしたが，
本年度は春季研究発表大会では，研究
部会として研究発表セッションを行う
予定です。現在，８件の発表が予定さ
れており，活発な議論が期待されます。
ま た，10 月 に は マ レ ー シ ア で
4th ISIDC（International Service 
Innovation Design Conference） が 開
催されます。これの運営などに積極的
に協力を行うとともに，国内で開催さ
れるサービスに関する国際学会等に
も，参加を呼びかけることで，他領域
との交流を深めてゆきたいと考えてい
ます。
さらに，このところ停滞気味であった
研究部会としても種々のサービスデザ
インに関する勉強会を，是非開催した
いと考えています。
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平成 26 年度（平成 26 年 4 月 1 日 - 平成 27 年 3 月 31 日）予算（案）

〔一般会計〕

■収入の部

平成25年度繰越金 11,598,845 11,598,845

1 会費（現） 16,406,000 正会員＠13,000×1,484名×0.8(徴収率) 15,433,600

学生会員＠6,500×(293名-不良徴収106名)×0.8(徴収率) 972,400

2 会費（新） 1,820,000 正会員＠18,000×65名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,170,000

学生会員＠6,500×100名(入会金：免除，年会費：6,500) 650,000

3 賛助会員費（現） 910,000 29件 910,000

4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000

5 年間購読会員費（現） 1,475,000 57件(￥1,475,000-) 1,475,000

6 年間購読会員費（新） 75,000 ＠25,000×3件 75,000

7 広告費 100,000 ＠50,000×2件 100,000

8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,170,000 論文集別刷料・掲載基本料･ｶﾗｰ印刷負担金（(別刷料@25,000+掲載基本料@5,000)×12×6） 2,160,000

作品集掲載費・ｶﾗｰ印刷負担金（@70,000x7+@100,000x6） 1,090,000

平成25年度作品集掲載費・ｶﾗｰ印刷負担金 920,000

9 概要集売上金 2,100,000 ＠3,500×600冊 2,100,000

10 雑収入 850,000 学会誌売上 50,000

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 800,000

その他 0

計 39,534,845 39,534,845

■支出の部

予算額

本部事務局＆理事会関係 9,022,000

1 本部事務局経費 8,122,000 消耗品代 300,000

運営経費（春季大会出張費用含む） 200,000

パート雇用費（@180,000×12,@180,000×2） 2,520,000

通勤費（@6,000x12） 72,000

施設設備費 200,000

通信費及び電話代金 1,000,000

印刷代 250,000

雑費 150,000

会費引き落とし経費 150,000

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 140,000

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,150,000

税金準備金，労災保険料 190,000

2 理事会運営費 300,000 会場借用料、理事会運営経費等 300,000

3 役員活動費 600,000 役員の諸活動に対する補助 600,000

4 選挙経費 0 選挙に関する費用 0

学会誌審査・編集関係 1,540,000

5 論文審査委員会経費 480,000 480,000

6 作品審査委員会経費 250,000 250,000

7 学会誌編集・出版委員会経費 30,000 30,000

8 特集号編集委員会経費 780,000 第21巻3号編集委員会 130,000

第21巻4号編集委員会 130,000

第22巻1号編集委員会 130,000

第22巻2号編集委員会 130,000

第22巻3号編集委員会 130,000

第22巻4号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 24,350,000

9 印刷費 22,250,000 平成25年度論文集（1冊） 1,250,000

平成25年度特集号（4冊） 3,600,000

平成25年度作品集（1冊） 2,500,000

論文集（＠1,250,000×6冊） 7,500,000

特集号（＠900,000×4冊） 3,600,000

作品集（＠2,500,000×1冊） 2,500,000

概要集ＣＤ(1000セット） 900,000

封筒代 400,000

10 出版物通信費 2,100,000 郵送料・事務代行料金 2,100,000

大会関係 2,001,250

11 大会補助費 750,000 平成26年度秋季大会補助 250,000

平成27年度春季大会補助 500,000

12 春季大会概要集編集 646,250 前年度未払い分 200,000

委員会経費 活動費 180,000

演題登録システム（PASREG）利用料，データ変換料 266,250

13 春季オーガナイズドセッション費用 320,000 @80,000×4件 320,000

14 学会セミナー費用 100,000 100,000

15 総会準備経費 20,000 総会経費、委任状・資料印刷代 20,000

16 学会各賞選考委員会経費 105,000 活動費 105,000

17 国際デザイン会議 60,000 国際デザイン会議会費　(500＄) 60,000

国際デザイン会議活動費 0

委員会関係 1,250,000

18 委員会経費 200,000 共通費 200,000

19 研究部会共通経費 400,000 共通費（現行16研究部会） 400,000

20 支部活動補助費 600,000 @150,000×４支部分（第一支部分は来年度に繰越） 600,000

21 市販図書企画・編集経費 50,000 編集費 50,000

広報関係 550,000

22 広報費 550,000 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 300,000

ホームページ管理・運営 200,000

その他 50,000

その他 821,595

23 学協会関連 375,000 学術会議活動費（@30,000＋@30,000） 60,000

芸術関連シンポジウム活動費 15,000

日本工学会活動費 10,000

日本工学会会費 40,000

CPD協議会会費 50,000

JABEE年会費 100,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000

24 予備費 446,595 446,595

25 次年度繰越金 0 0

計 39,534,845 39,534,845

項目 予算額内訳

項目 予算額 予算額内訳
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〔一般会計〕

■収入の部

平成25年度繰越金 11,598,845 11,598,845

1 会費（現） 16,406,000 正会員＠13,000×1,484名×0.8(徴収率) 15,433,600

学生会員＠6,500×(293名-不良徴収106名)×0.8(徴収率) 972,400

2 会費（新） 1,820,000 正会員＠18,000×65名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,170,000

学生会員＠6,500×100名(入会金：免除，年会費：6,500) 650,000

3 賛助会員費（現） 910,000 29件 910,000

4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000

5 年間購読会員費（現） 1,475,000 57件(￥1,475,000-) 1,475,000

6 年間購読会員費（新） 75,000 ＠25,000×3件 75,000

7 広告費 100,000 ＠50,000×2件 100,000

8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,170,000 論文集別刷料・掲載基本料･ｶﾗｰ印刷負担金（(別刷料@25,000+掲載基本料@5,000)×12×6） 2,160,000

作品集掲載費・ｶﾗｰ印刷負担金（@70,000x7+@100,000x6） 1,090,000

平成25年度作品集掲載費・ｶﾗｰ印刷負担金 920,000

9 概要集売上金 2,100,000 ＠3,500×600冊 2,100,000

10 雑収入 850,000 学会誌売上 50,000

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 800,000

その他 0

計 39,534,845 39,534,845

■支出の部

予算額

本部事務局＆理事会関係 9,022,000

1 本部事務局経費 8,122,000 消耗品代 300,000

運営経費（春季大会出張費用含む） 200,000

パート雇用費（@180,000×12,@180,000×2） 2,520,000

通勤費（@6,000x12） 72,000

施設設備費 200,000

通信費及び電話代金 1,000,000

印刷代 250,000

雑費 150,000

会費引き落とし経費 150,000

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 140,000

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,150,000

税金準備金，労災保険料 190,000

2 理事会運営費 300,000 会場借用料、理事会運営経費等 300,000

3 役員活動費 600,000 役員の諸活動に対する補助 600,000

4 選挙経費 0 選挙に関する費用 0

学会誌審査・編集関係 1,540,000

5 論文審査委員会経費 480,000 480,000

6 作品審査委員会経費 250,000 250,000

7 学会誌編集・出版委員会経費 30,000 30,000

8 特集号編集委員会経費 780,000 第21巻3号編集委員会 130,000

第21巻4号編集委員会 130,000

第22巻1号編集委員会 130,000

第22巻2号編集委員会 130,000

第22巻3号編集委員会 130,000

第22巻4号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 24,350,000

9 印刷費 22,250,000 平成25年度論文集（1冊） 1,250,000

平成25年度特集号（4冊） 3,600,000

平成25年度作品集（1冊） 2,500,000

論文集（＠1,250,000×6冊） 7,500,000

特集号（＠900,000×4冊） 3,600,000

作品集（＠2,500,000×1冊） 2,500,000

概要集ＣＤ(1000セット） 900,000

封筒代 400,000

10 出版物通信費 2,100,000 郵送料・事務代行料金 2,100,000

大会関係 2,001,250

11 大会補助費 750,000 平成26年度秋季大会補助 250,000

平成27年度春季大会補助 500,000

12 春季大会概要集編集 646,250 前年度未払い分 200,000

委員会経費 活動費 180,000
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13 春季オーガナイズドセッション費用 320,000 @80,000×4件 320,000

14 学会セミナー費用 100,000 100,000

15 総会準備経費 20,000 総会経費、委任状・資料印刷代 20,000

16 学会各賞選考委員会経費 105,000 活動費 105,000

17 国際デザイン会議 60,000 国際デザイン会議会費　(500＄) 60,000

国際デザイン会議活動費 0

委員会関係 1,250,000

18 委員会経費 200,000 共通費 200,000

19 研究部会共通経費 400,000 共通費（現行16研究部会） 400,000

20 支部活動補助費 600,000 @150,000×４支部分（第一支部分は来年度に繰越） 600,000

21 市販図書企画・編集経費 50,000 編集費 50,000

広報関係 550,000

22 広報費 550,000 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 300,000

ホームページ管理・運営 200,000

その他 50,000

その他 821,595

23 学協会関連 375,000 学術会議活動費（@30,000＋@30,000） 60,000

芸術関連シンポジウム活動費 15,000

日本工学会活動費 10,000

日本工学会会費 40,000

CPD協議会会費 50,000

JABEE年会費 100,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000

24 予備費 446,595 446,595

25 次年度繰越金 0 0

計 39,534,845 39,534,845

項目 予算額内訳

項目 予算額 予算額内訳


